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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に
あ
た
り
、
多
大
な

る
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
上
天
草
市
が
誕
生
し
て

10
年
と
い
う
節
目
の
年
に
公
共
工
事
を
舞
台

と
し
た
２
度
の
汚
職
事
件
が
発
生
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
著
し
く

損
な
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
私
は
市
議
会
議
員
と
い
う
立
場
に

あ
り
、
一
連
の
事
件
の
発
生
に
つ
い
て
は
、

私
自
身
の
責
任
も
痛
感
す
る
一
方
、
こ
の
混

乱
し
た
市
政
を
い
ち
早
く
立
ち
直
ら
せ
、
信

頼
回
復
を
果
た
し
、
そ
し
て
再
建
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
思
い
も
あ
り
ま
し

た
。

　

選
挙
を
通
じ
て
あ
ら
た
め
て
市
全
域
に
足

を
運
び
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話

の
中
で
、
上
天
草
市
の
再
建
を
切
に
願
う
声

が
大
き
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

「
５
つ
の
柱
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
上
天

草
市
を
再
建
へ
導
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
５
つ
の
柱
」
の
一
つ
目
は
、「
全
力
で
市

政
の
信
頼
回
復
を
図
る
こ
と
」
で
す
。
公
共

工
事
の
発
注
に
お
け
る
適
正
な
競
争
と
地
場

企
業
の
育
成
を
両
立
し
た
入
札
制
度
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、市
職
員
の
倫
理
観
の
向
上
、

綱
紀
粛
正
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政

改
革
を
実
施
す
る
こ
と
」
で
す
。
具
体
的
に

は
、
図
書
館
建
設
計
画
の
見
直
し
な
ど
大
型

事
業
の
精
査
を
行
う
と
と
も
に
、
将
来
を
見

据
え
た
財
政
計
画
の
も
と
で
、
子
ど
も
た
ち

へ
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い
、
安
定
し
た
市
政

運
営
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
地
域
に
根
差
し
た
産
業
を

活
性
化
さ
せ
、雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
」

で
す
。
１
次
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、
６

次
産
業
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
と
地
域
観
光
の
底
上
げ
、
市

内
商
工
業
へ
の
購
買
促
進
、
そ
し
て
海
運
業

に
お
け
る
若
者
船
員
の
育
成
支
援
な
ど
に
よ

り
、
若
者
の
定
住
と
人
口
流
出
の
歯
止
め
を

図
り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、「
教
育
環
境
の
向
上
と
子
育

て
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
」
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
「
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
助
成
対
象
拡
大
」と「
教

育
環
境
の
更
な
る
充
実
」
に
つ
い
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

五
つ
目
は
、「
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
こ
と
」
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
や
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
、
医
療
と
介
護
の
連
携
促

進
、
自
主
防
災
組
織
の
充
実
・
強
化
を
推
進

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
「
５
つ
の
柱
」
の
実
現
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
上
天
草
市
の
厳
し
い
財
政
事
情
を

鑑
み
な
が
ら
、
個
別
具
体
的
な
事
業
を
早
急

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お

ご
る
こ
と
な
く
、
誠
実
に
そ
し
て
緊
張
感
を

持
っ
て
市
政
運
営
に
あ
た
り
、
信
頼
回
復
の

た
め
に
市
職
員
と
と
も
に
一
丸
と
な
っ
て
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
引
き
続
き
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、清
々

し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
平
成
26
年
第
７
回
市
議
会
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
第
６
代
上
天
草
市
議
会
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
、
田
中
勝
毅
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
27
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
市
議
会
を
代
表

し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
市
議

会
に
対
す
る
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
市
職
員
・
元
副
市
長
の
相
次
ぐ

不
祥
事
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
本
市
に

対
す
る
信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
ま
し
た
こ
と

は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
く
こ

と
の
な
い
よ
う
、
監
視
機
関
と
し
て
の
機
能
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
の
修
復
に

議
会
と
し
て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
わ
が
国
は
、
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

復
旧
、
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
少
子
高
齢
化
、
失
わ
れ
た
20
年
と
呼
ば
れ
て

い
る
経
済
の
長
期
低
迷
か
ら
の
脱
却
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
を
伴
う
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
な
ど
、
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
と
と
も

に
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
多
く
の
困

難
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の

変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
民
本

位
の
ま
ち
づ
く
り
と
、
自
主
・
自
立
し
た
責
任

あ
る
真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　

新
年
は
、
人
心
を
一
新
す
る
契
機
と
な
っ
て

こ
そ
意
義
あ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。「
一
年
の
計

は
元
旦
に
あ
り
」
と
申
し
ま
す
が
、
将
来
を
考

え
た
希
望
の
出
発
点
と
な
る
よ
う
、
新
し
い
年

の
目
標
や
計
画
を
し
っ
か
り
と
立
て
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。

　

平
成
16
年
に
誕
生
し
た
本
市
は
、
昨
年
、
市

制
10
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会
の
果
た

す
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
皆
さ
ま
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
、
20
周
年
、
さ
ら
に
そ
の
先
も

本
市
が
発
展
を
続
け
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
議
員
一
同
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実

り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

発
展
し
つ
づ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

誠
実
に
、
緊
張
感
を
持
っ
て
市
政
運
営
を
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“笑顔”の魔法
熊本県市町村広報担当者による合同特集

　

熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　

高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

　

日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、
本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
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●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

「退職して良かったと思えたのは 1カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ステ
ージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

20
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演

奏
し
て
く
れ
た
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。｢

こ

の
音
楽
が
し
た
い｣

。
そ
の
思
い
だ

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

手
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
つ
な
が
り
を
広

げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら
い

楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は｢

カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る｣

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
怪
我
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
としのり

㓛さん（74）

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こうち

内 信
のぶゆき

行さん（71）

　

自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　
大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

　

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ”笑顔”の魔法 ―

interview

◎ Profi le（チャーリー ながたに）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

　

　
あ
な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？
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か
い
豚
汁
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、
多
く
の

参
観
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
消
防
団
員
の
各
表
彰
と
競
技
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
精
績
章
・
消

防
歴
20
年
以
上
の
団
長
お
よ
び
副
団
長
）

　

▽
副
団
長　

二
宮
和
雄（
勤
続
年
数
24
年
）

◇
熊
本
県
知
事
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
・

25
年
以
上
勤
続
）

　
【
大
矢
野
地
区
３
人
】
▽
分
団
長　

高
橋

一
也
▽
班
長　

森
繁
▽
団
員　

嶋
田
豊
和

　
【
松
島
地
区
３
人
】
▽
団
員　

大
塔
信
吾
、

宇
野
正
人
、
渡
辺
政
明

　
【
姫
戸
地
区
５
人
】
▽
指
揮
隊
長　

須
崎

秀
和
、
山
下
勝
一
▽
団
員　

清
水
敦
郎
、

入
口
伸
勝
、
志
水
共
一

◇
通
常
点
検
の
部

○
優　

勝　

第
14
分
団

　
（
松
島
町
教
良
木
）

○
準
優
勝　

第
19
分
団

　
（
龍
ヶ
岳
町
高
戸
）

○
３　

位　

第
５
分
団

　
（
大
矢
野
町
中
）

○
３　

位　

第
17
分
団

　
（
姫
戸
町
二
間
戸
）

◇
優
秀
指
揮
者
の
部

○
山
辺
満　

第
14
分
団
長

　
（
松
島
町
教
良
木
）

○
藤
本
幸
泰　

第
７
分
団
長

　
（
大
矢
野
町
維
和
）

○
高
橋
一
也　

第
８
分
団
長

　
（
大
矢
野
町
湯
島
）

◇
格
納
庫
・
機
械
器
具
審
査
の
部

○
優　

勝　

第
14
分
団
２
部

（
松
島
町
教
良
木
山
浦
、
大
平
）

○
準
優
勝　

第
17
分
団
１
部

　
（
姫
戸
町
二
間
戸
本
郷
）

　
「
平
成
27
年
上
天
草
市
消
防
出
初
式
」
が

１
月
４
日
、
松
島
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
、
約
５
０
０
人
の
消
防
団
員
が

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
堀
江
市
長
が
「
近
年
は
、
集

中
豪
雨
や
地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
が
、

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
団
と
一
丸

と
な
り
、
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の

保
護
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
姫
戸
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
「
は
し
ご
乗
り
演
技
」
や
、
消

防
団
員
に
よ
る
「
通
常
点
検
」、「
放
水
競
技
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
婦
人
会
に
よ
る
温

　
【
龍
ヶ
岳
地
区
６
人
】
▽
副
団
長　

橋
口

鉄
也
▽
班
長　

森
永
智
成
▽
団
員　

平
井

義
郎
、
堀
川
亨
、
森
一
富
、
桑
原
成
明

◇
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
　（
功
績
章
・

20
年
以
上
勤
続
）

　
【
大
矢
野
地
区
13
人
】
▽
部
長　

松
本
伸

幸
▽
班
長　

岩
谷
豊
、
山
口
眞
一
▽
団

員　

沼
田
勝
久
、
鎌
田
章
博
、
千
原
盛

博
、
山
﨑
大
勝
、
山
本
光
吉
、
吉
田
明

仁
、
迫
田
真
一
、
早
稲
田
学
、
千
原
栄
一
、

松
尾
雄
二

　
【
松
島
地
区
10
人
】
▽
指
揮
隊
長　

大
石

進
也
▽
部
長　

岩
﨑
優
志
▽
班
長　

島

﨑
英
行
▽
団
員　

宮
﨑
善
陽
、
大
礒
光

徳
、
川
本
宜
史
、
中
﨑
亮
、
水
野
直
樹
、

佐
藤
始
、
德
弘
恵
吾

上
天
草
市
消
防

　
【
姫
戸
地
区
３
人
】
▽
部
長　

堀
江
慎
一

▽
団
員　

碇
憲
樹
、
田
中
順
一

　
【
龍
ヶ
岳
地
区
６
人
】
▽
部
長　

生
川
幸

蔵
、
鬼
塚
直
弘
▽
班
長　

中
濵
司
▽
団
員

田
渕
保
弘
、
塚
田
覚
栄
、
須
中
一
久

◇
熊
本
県
消
防
協
会
表
彰
（
勤
績
章
・
15

年
以
上
勤
続
）

　
【
大
矢
野
地
区
10
人
】
▽
班
長　

田
島
博

文
▽
団
員　

森
秀
雄
、
岩
本
健
太
郎
、

丸
山
貴
弘
、
古
嶋
和
明
、
森
内
修
一
、

川
口
敏
樹
、
森
栄
司
、
濱
田
啓
吾
、
杉

田
正
隆

　
【
松
島
地
区
３
人
】
▽
団
員　

藤
本
賢
、

本
多
孝
行
、
倉
橋
大
樹

　
【
姫
戸
地
区
６
人
】
▽
団
員　

平
田
紀
彦
、

寺
本
裕
也
、
山
口
卓
、
山
内
伸
之
、
竹

下
英
和
、
古
賀
征
雄

　
【
龍
ヶ
岳
地
区
７
人
】
▽
団
員　

荒
木
大

蔵
、
長
田
勝
広
、
北
垣
図
南
、
川
本
昌
孝
、

北
村
隆
広
、
小
浦
清
寿
、
原
田
眞

○
３　

位　

第
13
分
団
１
部

　
（
松
島
町
今
泉
後
山
、
教
良
木
星
平

内
野
河
内
新
金
倉
）

○
敢
闘
賞　

第
５
分
団
１
班

（
大
矢
野
町
中
小
瀬
戸
、
貝
場
、
前

平
、
小
平
）

◇
放
水
競
技
の
部

○
優　

勝　

第
17
分
団

　
（
姫
戸
町
二
間
戸
）

○
準
優
勝　

第
16
分
団

　
（
姫
戸
町
姫
浦
）

○
３　

位　

第
２
分
団

　
（
大
矢
野
町
登
立
）

※
通
常
点
検
…
消
防
団
員
と
し
て
の

士
気
高
揚
を
図
り
、
団
体
行
動
に

必
要
な
礼
節
、
規
律
が
備
わ
っ
て

い
る
か
検
査
す
る
こ
と
。

※
放
水
競
技
…
消
防
用
ポ
ン
プ
で
放

水
し
、
上
空
20
㍍
に
設
置
し
た
か

ご
か
ら
ボ
ー
ル
を
落
と
す
ま
で
の

タ
イ
ム
を
競
う
こ
と
。

通
常
点
検
・
放
水
競
技
の
成
績

　

日
頃
よ
り
上
天
草
市
消
防
団
に
対
し
市
民

の
皆
さ
ま
お
よ
び
所
属
す
る
企
業
や
職
場
の

皆
さ
ま
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
な
ら

び
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
、
我
が
上
天
草
市
消
防
団
は
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
台
風
や
豪
雨

な
ど
で
の
災
害
も
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね
平

穏
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
火
災
に
つ
い
て

は
、
合
併
後
に
整
備
さ
れ
た
防
災
無
線
や
メ

ー
ル
配
信
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
や
ご
協
力
に
よ
り
、
火

災
件
数
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
消
防
団
に
は
大
き
な
任
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
・

救
助
お
よ
び
避
難
誘
導
や
火
災
予
防
活
動
、

豪
雨
・
高
潮
災
害
か
ら
守
る
水
防
団
と
し
て

の
役
割
、
災
害
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
協
力

活
動
が
あ
り
、
災
害
の
第
一
線
で
活
躍
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
我
が
消
防
団
は
、
定
数

１
０
５
０
人
に
対
し
昨
年
初
め
て
１
０
０
０

人
の
大
台
を
割
り
込
み
、
さ
ら
に
は
高
齢
化

も
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
大
矢
野
・
松
島
・

龍
ヶ
岳
に
配
備
さ
れ
て
い
る
天
草
広
域
連
合

消
防
本
部
の
各
分
署
に
お
い
て
も
、
職
員
数

の
削
減
な
ど
が
あ
り
、
消
防
団
員
と
の
連
携

し
た
消
火
活
動
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

『
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
を

実
現
す
る
た
め
に
』

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
を
実
現
す
る

に
は
、
団
員
数
の
確
保
が
急
務
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
継
続
し
て
団
員
募
集
を
行
っ
て
い

き
ま
す
が
、
団
員
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
な
ど

に
出
勤
し
て
い
る
時
間
帯
は
、
特
に
出
場
で

き
る
団
員
数
が
激
減
し
ま
す
。
地
元
で
火
災

が
発
生
し
た
際
、
事
業
者
の
ご
協
力
が
な
く

て
は
、
出
場
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
行
政
と
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
各
分
署
職
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
技
術
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
装
備
や
設

備
の
充
実
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

全
国
で
広
が
っ
て
い
る
消
防
団
サ
ポ
ー
タ
ー

制
の
導
入
や
消
防
団
協
力
事
業
制
度
な
ど
側

面
的
支
援
の
充
実
な
ど
も
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
募
集
し
て
い
る
女
性
消
防
団

は
消
火
活
動
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
火
災

予
防
の
普
及
活
動
や
心
肺
蘇
生
方
法
な
ど
救

助
技
術
普
及
を
主
な
活
動
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
。
我
こ
そ
は
と
思
う
人
は
ふ
る
っ
て
ご

応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
の
震
災
を
教
訓
に
、
市
の
防
災
訓
練
で

実
施
し
て
い
る
避
難
訓
練
の
充
実
と
、
要
救

助
者
や
災
害
弱
者
と
な
る
可
能
性
が
高
い
高

齢
者
な
ど
の
救
助
や
避
難
誘
導
が
迅
速
に
で

き
る
よ
う
地
域
を
も
っ
と
知
り
、
地
域
と
密

着
し
た
消
防
団
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
消
防
団
に
対
す
る
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
本

年
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
平
穏
無
事
な
生
活
を
過

ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

上
天
草
市
消
防
団
長　

前
森　

昭
一

出初式
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現
姫
戸
統
括
支
所
は
、建
設
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
、

老
朽
化
に
伴
う
電
気
・
機
械
設
備
な
ど
の
劣
化
が
著
し
く
、

市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
来
し
て
い
る

状
況
で
す
。
加
え
て
、
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
耐
震
性

を
備
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
、

姫
戸
統
括
支
所
の
建
替
え
を
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課
企
画
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

建築概要
　新姫戸統括支所の建築概要については、平成 26 年

３月に策定した「上天草市姫戸統括支所建設基本構

想」を踏まえて決定しています。　

■用途　支所、多目的集会所、調理場、図書館
■構造・階数　鉄骨造・平屋建て（１部２階）
■敷地面積　約 3540 ㎡
■延べ床面積　約 726 ㎡
■建築面積　約 681 ㎡

今後の予定
平成 27 年２月　実施設計完成

　　　　　６月　支所本体新築工事着工

　　　　　９月　太陽光発電設備等設置工事着工

　　　　　12 月　外構工事着工

平成 28 年２月　支所本体新築工事および

　　　　　　　　太陽光発電設備等設置工事竣工

　　　　　３月　外構工事竣工

　　　　　４月　供用開始

配置計画図

▲完成イメージ

新姫戸統括支所の
基本設計が完成しました

設計コンセプト
○地域住民が快適かつ安心して利用でき

る支所づくり

○地域住民の生命・財産を守るため防災

拠点となる支所づくり

○省エネルギーなどの環境対策を推進す

る支所づくり
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▼

太
陽
光
発
電
事
業
を

▲太陽光発電モニターの前で職員から説明を受ける堀江市長

　

市
で
は
、「
電
気
事
業
者
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」に
基
づ
く
、

平
成
24
年
７
月
１
日
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
の
施
行
に
あ
わ
せ
、
独
自

の
財
源
確
保
も
兼
ね
た
太
陽
光
発

電
施
設
を
昨
年
12
月
に
整
備
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
が
管
理
す
る
公
共

施
設
や
遊
休
地
な
ど
を
活
用
し
て

整
備
し
た
も
の
で
、
価
格
が
高
騰

し
て
き
て
い
る
電
気
代
の
補
て
ん

と
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
推
進

す
る
も
の
で
す
。
今
回
整
備
し
た

こ
と
で
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る

供
給
拡
大
を
図
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
の
向
上
や
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
貢
献
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
自
治
体
と
し

て
積
極
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

環
境
問
題
に
取
り
組
み
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
社
会
・
産
業
基
盤
の

好
循
環
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
安

全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

開
始
し
ま
し
た

■所在地　貝場漁港（大矢野町中）

■パネル数　3528 枚

■総出力　899.64kw/ 月

■所在地　松島庁舎（松島町合津）

■パネル数　228 枚

■総出力　58.140kw/ 月

■所在地　龍ヶ岳小学校（龍ヶ岳町高戸）

■パネル数　176 枚

■総出力　44.880kw/ 月

※１年間の発電量：12,031.92kw

収入

（売電（推定））

支出

（リース料）
収支

7億170万1560 5億7234万6000 1億2935万5560

貝場発電所

松島発電所

龍ヶ岳発電所

■費用対効果（15 年間の試算）

■問合せ先　監理課管財係　☎ 0964（26）5533

（単位：円）

▲
発
電
量
を
表
示

　
す
る
モ
ニ
タ
ー

防災無線室調理室

多目的
集会所

会議室

図書館

事務室・受付
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投票
区名

選挙当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

１ 640 767 1,407 474 559 1,033 74.06 72.88 73.42

２ 1,044 1,171 2,215 659 843 1,502 63.12 71.99 67.81

３ 146 149 295 114 115 229 78.08 77.18 77.63

４ 817 908 1,725 592 678 1,270 72.46 74.67 73.62

５ 521 537 1,058 362 399 761 69.48 74.30 71.93

６ 427 449 876 292 348 640 68.38 77.51 73.06

７ 850 1,023 1,873 579 747 1,326 68.12 73.02 70.80

８ 525 616 1,141 375 436 811 71.43 70.78 71.08

９ 248 277 525 184 209 393 74.19 75.45 74.86

10 154 204 358 124 172 296 80.52 84.31 82.68

11 436 483 919 343 374 717 78.67 77.43 78.02

12 145 190 335 108 137 245 74.48 72.11 73.13

13 652 765 1,417 463 668 1,131 71.01 87.32 79.82

14 163 179 342 116 137 253 71.17 76.54 73.98

15 768 875 1,643 566 728 1,294 73.70 83.20 78.76

16 472 542 1,014 365 416 781 77.33 76.75 77.02

17 422 512 934 323 380 703 76.54 74.22 75.27

18 283 320 603 212 238 450 74.91 74.38 74.63

19 178 223 401 144 182 326 80.90 81.61 81.30

20 144 163 307 126 148 274 87.50 90.80 89.25

21 500 610 1,110 420 531 951 84.00 87.05 85.68

22 455 494 949 385 436 821 84.62 88.26 86.51

23 386 400 786 302 335 637 78.24 83.75 81.04

24 189 228 417 147 200 347 77.78 87.72 83.21

25 253 275 528 188 227 415 74.31 82.55 78.60

26 306 409 715 234 324 558 76.47 79.22 78.04

27 182 214 396 146 168 314 80.22 78.50 79.29

28 291 390 681 239 295 534 82.13 75.64 78.41

29 36 37 73 28 26 54 77.78 70.27 73.97

計 11,633 13,410 25,043 8,610 10,456 19,066 74.01 77.97 76.13

■市長選挙　　　　　   ごとの投票結果 ■　　　　 選挙結果

当落 所属党派 候補者名 得票数

当 無所属 堀江　隆臣 6,467 票

無所属 田中　辰夫 5,436 票

無所属 何川　一幸 4,514 票

無所属 平田　晶子 2,458 票

平成 26 年 12 月 14 日執行上天草市長選挙
および上天草市議会議員補欠選挙の
選挙結果をお知らせします
　平成 26 年 12 月 14 日に上天草市長選挙および上天草

市議会議員補欠選挙が執行されましたので、その選挙結

果および市長選挙における投票区ごとの投票結果をお知

らせします。

　なお、上天草市議会議員補欠選挙は、候補者の総数（３

人）が選挙すべき議員の数（３人）を超えなかったため、

投票は行われませんでした。

投票総数 有効投票数 無効投票数

19,066 票 18,875 票 191 票

■問合せ先   上天草市選挙管理委員会

　　　　　 （総務課内）☎ 0964（26）5526

■　　　　　　議員補欠選挙結果

当落 所属党派 候補者名 備考

当 無所属 何川　誠
無

投

票

当 無所属 塩田　真一

当 無所属 北垣　潮

市長  

市議会

投票区  

■市長選挙

　市長および議員において、本人、配偶者および２親等以内の親族が役員をしている企業または資本金

等の３分の１以上を出資している企業がある場合は、上天草市政治倫理条例第６条第１項の規定により

関係企業等報告書を、また、その関係企業などが自ら市工事などの契約を辞退するときは、同条例第５

条第２項の規定により辞退届を提出しなければなりません。

　これら関係企業等報告書および辞退届の提出があったときは、同条例第５条第３項および第６条第２

項の規定により、市広報紙で公表することとなっておりますので、次のとおり公表します。

【問合せ先】　総務課総括係　☎ 0964（26）5526　

【市議会議員】

市政治倫理条例に基づく関係企業等を公表します

氏　名 関係企業名 役職名および氏名 市長との関係 辞退届の提出

堀江　隆臣
有限会社

堀江瓦工業所

代表取締役

堀江　紀久美
母 有

【市長】

氏　名 関係企業名 役職名および氏名 議員との関係 辞退届の提出

何川　誠 何川建設
代表者

何川　誠
本人 有

■日時　２月 10 日（火）午前 10 時～（９時 30 分開場）

■場所　大矢野庁舎書庫棟１階会議室

■公売方法　入札

■公売物件
○土地（宅地）３筆、家屋１棟、附属屋１棟の一括公売

○所在　松島町合津 2769 番地１他２筆

○地積　902.32 ㎡（３筆合計）

○家屋床面積　209.2 ㎡

○最低価額　825 万円

○公売保証金　82 万５千円

※詳細はお尋ねください。

■入札時に必要な物　①印鑑（認印可。法人は代表者印）②公売保証金③本人確

認ができるもの（免許証、健康保険証など）④代理人の場合は委任状、委任者

の印鑑証明書⑤法人の場合は法人を確認できる書類（商業登記簿、印鑑証明書

など）

■問合せ先　税務課徴収係

　☎ 0964（26）5523

２月 10 日（火）午前 10 時～
動
産
公
売
会
を
実
施
し
ま
す

不



みんなで守ろう、

　
海
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
、
台
風

や
大
雨
で
海
へ
流
入
し
た
ご
み
、

漁
業
で
発
生
し
た
ご
み
な
ど
は
、

潮
の
流
れ
や
風
の
力
で
海
を
漂
流

し
、
各
地
域
の
海
岸
に
漂
着
ご
み

と
し
て
流
れ
着
き
ま
す
。

　
近
年
、
上
天
草
市
の
海
岸
に
は
、

海
を
漂
流
す
る
ご
み
や
流
れ
着
い

た
漂
着
ご
み
に
よ
っ
て
私
た
ち
や

そ
こ
に
暮
ら
す
生
物
に
さ
ま
ざ
ま

な
悪
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　
海
に
ご
み
を
捨
て
る
と
、
海
の

環
境
を
汚
す
だ
け
で
な
く
、
不
法

投
棄
と
し
て
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
意
識
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
全
体
で
ご
み
を
捨
て
さ

せ
な
い
環
境
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。

　
台
風
や
突
風
で
飛
ば
さ
れ
た

り
、
大
雨
で
流
さ
れ
た
り
し
た
も

の
の
多
く
が
、
最
後
に
は
海
の
漂

流
・
漂
着
ご
み
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
家
の
周
囲
に
あ
る
風
で
飛

ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
、
雨
で
流
さ

れ
て
し
ま
う
も
の
は
き
ち
ん
と
片

付
け
る
か
、
固
定
す
る
な
ど
の
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　周囲を海に囲まれた上天草市に住む私たちにとっ

て、海はたくさんの恩恵を与えてくれます。

　豊かで美しい上天草の海を守るため市民の皆さま

のご協力をお願いします

▲▼龍ヶ岳町の外平海岸
一
見
き
れ
い
な
海
岸
線
も
近
づ
い
て
み
る
と
・
・
・

上
天
草
市
の
海
岸
の
現
状

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
！
海
に

捨
て
な
い
！
捨
て
さ
せ
な
い
！

3 2 1雨
風
で
も
の
が
飛
ば
な
い
よ
う

き
ち
ん
と
管
理
し
よ
う
！

　
漂
流
・
漂
着
ご
み
は
上
天
草
市

以
外
か
ら
流
れ
つ
く
も
の
も
多
く
、

全
て
を
無
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

地
域
の
清
掃
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
！

　
市
で
は
、
地
域
の
ご
み
拾
い
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
対
し

て
、
ご
み
袋
の
支
給
や
、
集
め
た

ご
み
の
回
収
な
ど
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。
事
前
に
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、
市
役
所
環
境
衛
生
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
美
し
い
上
天
草

の
海
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
心
が
け
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

■
問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課
衛
生

係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

ん
。
観
光
地
の
景
観
を
守
る
た
め

に
、
地
域
の
一
斉
清
掃
な
ど
に
参

加
し
た
り
、
日
頃
か
ら
目
に
付
い

た
ご
み
を
拾
う
な
ど
、
清
掃
活
動

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

上天草の海

　海だけでなく、山にも囲まれた上天草のト

レッキングの魅力は、「気軽さ」と「眺めの

良さ」。標高は低くても、登りきった達成感、

山頂から望む海、心地良い潮風が清々しい気

分にさせてくれます。

　各コース、地元食材を使った軽食のふるま

いや特産品の販売に加え、天文台での観測、

絵手紙づくり、抽選会といったさまざまなイ

ベントを用意しています。

　参加者全員に参加賞としてコースオリジナ

ルの記念品を、また 6コース全てに参加した

人には「踏破賞」をプレゼントします。

■参加費　
　各コース当たり 1500 円（未就学児は無料）

■申込方法
　参加申込用紙に必要事項をご記入の上、フ

ァクスまたは郵送してください。専用ホー

ムページ（http://kamiamakusa-trekking.com/）

からもお申し込みできます。

○Ａ～Ｄ、Ｆコース

　〒 869-3603　上天草市大矢野町中 11582

番地 24

　（一社）天草四郎観光協会

　℻ 0969（56）0990
○Ｅコース

　〒 869-3604　上天草市大矢野町維和 1787

　上天草市役所維和出張所

　℻ 0964（58）0865

【問合せ先】　観光おもてなし課観光振興係
　　　　　　☎ 0964（26）5512

期日：１月 31 日（土）
集合：松島総合センター
　　　「アロマ」

九州オルレ天草・松島コース

期日：２月１日（日）
集合：白嶽森林公園
　　　キャンプ場

白嶽（天草観海アルプス）

期日：２月７日（土）
集合：松島総合センター
　　　「アロマ」

菜の花ウォーキング

期日：２月８日（日）
集合：今泉多目的施設
　　　交流センター

次郎丸・太郎丸嶽（九州百名山）

期日：２月 15 日（日）
集合：維和中学校

癒しの維和島巡りウォーク

期日：２月 22 日（日）
集合：市役所龍ヶ岳
　　　統括支所

龍ヶ岳（九州百名山・天草観海アルプス）

　「上天草市のトレッキング」に関する作品を募集します。応

募用紙は、イベント当日に配布（絵手紙は「菜の花ウォーキ

ング」のみ有料で開催）。

A B

C D

E F

絵手紙・川柳・俳句・短歌・フォトコンテスト開催！

第２回

　天草の日本ジオパーク認定を記念して

松島総合センター「アロマ」で開催。化

石レプリカ作りや折り紙教室、ヘリコプ

ターによるジオパーク体験飛行（抽選）

などイベント盛り沢山。

１／ 31（土）“ジオパーク祭” 同時開催！

上天草トレッキング

フェスティバル
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まち わだいの まち わだいの

　11 月 21 日、松島総合センター「アロマ」で上天草総

合病院主催の市民健康講座「がん講演会」が開催されま

した。

　講師の北里大学病院医師佐々木治一郎氏は、がんの基

礎から最新治療について、早期発見・早期治療の重要性

と氾濫している情報を正しく取り入れる事の大切さにつ

いて語りました。

　客席アンケートからは、「がんについて初めて知った

ことがたくさんありました。情報をどのように探すのか、

どのように判断するかが大切だと思いました」「これか

らのことを考えると検診が大事だと思いました」との声

が寄せられました。また、上天草がんサロン ｢アクアマ

リン｣ の紹介もありました。

姫戸図書館ボランティア

市民健康講座「がん講演会」開催

楽しい
「おはなし  あきまつり」

市民健康講座「がん講演会」開催

「がん」に負けない
生活を送るために

上天草市漁業者クラブ
　11 月 15 日、姫戸ひかり保育園で、姫戸図書館ボラン

ティア「おはなし ぽっかぽか」による「おはなし あき

まつり」が開催されました。

　「おはなし あきまつり」は、同園の保護者参観日と同

日に行われ、園児や小学生に加え、保護者など合わせて

約 120 人が参加。参加者らは絵本の読み聞かせに熱心

に聞き入り、手あそびやパネルシアターなどを楽しみま

した。

　参加した中原空雅さん（６歳）は「ぜんぶ楽しかった」

と感想を述べ、最後には全員でわっか飛行機を作り、大

人も子どもも楽しい時間を過ごしました。

姫戸図書館ボランティア

市民健康講座「がん講演会」開催 上天草市シルバー人材センター

大矢野庁舎横水路など
ボランティア清掃

　11 月 20 日に上天草市シルバー人材センターの皆さま

が、市役所大矢野庁舎横の水路清掃・草刈りを行いまし

た。

 これは、市民の皆さまが気持よく庁舎に訪れることが

できるよう、シルバー人材センターが毎年行っている社

会奉仕活動です。

　当日は、ほかにも合津港周辺の剪定・草刈り、姫戸老

人福祉センターの草刈りを、また 11 月８には、上天草

総合病院周辺の草刈り清掃を行っていただきました。

　シルバー人材センターの皆さま、ありがとうございま

した。

上天草市シルバー人材センター天草池田電機ボランティア清掃天草池田電機ボランティア清掃

姫戸町から松島町を
清掃ボランティア

天草池田電機ボランティア清掃

　天草池田電機株式会社（松島町合津）の社員 30 人が

11 月 22 日、徒歩で道路沿いのごみを拾う清掃ボランテ

ィアを実施しました。

　これは、社員の体力づくりと親睦、地域貢献を目的に

今回が２回目の活動となりました。前回は天草五橋の一

号橋から同社までを清掃活動しています。

　今回の清掃場所は、姫戸町の永目地区から松島町合津

の同電機までの往復約 23㌔の区間。軽トラック１台分

のごみや空き缶、空きびんなどを約６時間かけて回収し

ました。回収物には、たばこの吸い殻や弁当殻、釣り糸

などのごみもあったそうです。

取材：広報特派員 船原英照さん

　市が委嘱した広報特派員が「天草ジオ
パーク」を紹介します。
　市が委嘱した広報特派員が「天草ジオ

広

報特
派員

広広

報報

広

報

広

特特報特報報特報
派派特派特
員派員派

レポ
ート

「天草ジオパーク」をご存知ですか
　天草ジオパーク、はじめて耳にする人も多いかもしれ

ませんが簡単に言えば上天草の風景そのもの。普段私た

ちが目にしてる山や川や海や島などには、なぜそのよう

な地形や形をしているのか？それには「訳」があり、ほ

かのどことも違う成り立ちを学ぶことで、何気ない風景

が、かけがえのない素晴らしい場所だと感じることが出

来るそれがジオパークです。

　そんなジオパークのガイドツアーに参加してきまし

た。まずは、上天草を代表する場所のひとつ千巌山へ、

ここで天草五橋を見下ろしながら目の前に広がる美しい

風景を眺めました。ガイドさんから説明を聞いたのです

が、平たく見える大矢野島にも低いなりに山々の稜線が

あり湯島・高杢島・柴尾山などは約 300 万年前に活動

した火山だったらしいのです。その他にも、貴重な化石

が出る地層や海岸などを巡ったり、上天草の魅力再発見

のツアーでした。普段何気ない風景の秘密を知ることで、

ますますこの上天草を大好きになりました。ぜひジオ

パークの観光ツアーに参加されてはいかがでしょうか？

▲千巌山からの眺め

～2014秋九州オルレフェア～

雄大で神秘的な
自然を体感

～2014秋九州オルレフェア～

　11 月 23 日・24 日、九州オルレフェアが天草・松島
と維和島両コースで開催され、約 250 人の参加者が好
天の中、上天草の自然や歴史にふれながら散策を行いま
した。
　このフェアは、九州オルレ認定協議会の主催で、11
月 15 日の九重・やまなみコースを皮切りに九州オルレ
認定７コースを散策するイベント。松島コースは、知十
海岸をスタートし広大な田園をぬけ、天草五橋が一望で
きる千巌山を通る 11.1㌔コース。維和島コースは、維
和島を１周する 15㌔から５㌔のコースを設定。参加者
らは、自分のペースで風景を楽しみました。また両コー
スでは、獅子舞や琉球太鼓、維和小児童による郷土芸能
などが披露され、地元婦人会が軽食でおもてなしをする
など参加者らを大いに楽しませていました。

11／
21

11／
20

11／
23・24

11／
22

11／
15
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　12 月２日、東京を拠点に活動する劇団「風の子」が

今津小で作品「おさな星のうたたね」を公演しました。

　これは、全国の小中学校において一流の文化芸術団体

の公演を文化庁が行う事業の一環で、優れた舞台芸術を

鑑賞する機会を提供しているものです。

　劇は、おさな星という美しい星が氷で被われ、このま

まではすべてが凍らせられる事態となり、これは「大き

な手」の仕業と町中でうわさが広まっているときに、一

人の男の子が大きな手に立ち向かうという物語。公演に

は２年生および３年生の児童も出演し、全校児童と観賞

に訪れた保護者を楽しませてくれました。

今津小で一流の舞台芸術を鑑賞

劇団「風の子」が公演

今津小で一流の舞台芸術を鑑賞 大矢野中で防災訓練・防災
学習実施

地域と連携し
防災学習を実施

　大矢野中で 11 月 29 日、地域の防災機関（市および

消防本部大矢野分署、上天草市消防団、熊本地方気象台）

と連携し、総勢 400 人が参加しての防災訓練・防災学

習が行われました。

　これは、地域と連携し、災害時の連携強化を図りたい

中学校と近い将来、地域の担い手として活躍が期待され

る中学生に、若年時から防火・防災に関心を持ってもら

いたい行政の思いが一致し、防災機関の協力を得て初め

て実施したものです。全校生徒の避難訓練から始まり、

負傷者搬送訓練や消火訓練が行われ、その後、３年生と

１・２年生に分かれて防災学習が行われました。

　閉会式では、生徒を代表して３年生の千原太陽さんが

「救助隊の迅速、丁寧な搬送に感動しました。地域の安

心安全が守られていることに感謝します」と述べました。

大矢野中で防災訓練・防災
学習実施

11／
29

12／
2

100歳表彰おめでとうございます
光瀬壽枝さん、渡辺ハル子さん、黒川

テツさん、森マツノさんが 100 歳を

迎えられ、市から表彰状とお祝いが贈

られました。

光瀬壽枝さん
大矢野町登立

大正３年 10月１日生

森マツノさん
大矢野町湯島

大正３年 12月 12 日生

黒川テツさん
姫戸町姫浦

大正３年 12月９日生

渡辺ハル子さん
大矢野町維和

大正３年 10月１日生

　スマートフォン「はじめの一歩」
　― メディアリテラシー講習会 ―

　近年普及が著しい「スマートフォン（スマホ）」と、スマホ

より大きな画面を持つ「タブレット」。どちらも「電話もでき

る小さなパソコン」のようなもので、とても便利に使うこと

ができます。

　この講習会では、スマホやタブレットの基本的な操作方法

や便利で楽しい活用法、安全に利用するために気をつけるべ

きことを、体験しながら、分かりやすく紹介します。

・スマートフォン・タブレットとは

・スマートフォン・タブレットでできること

・利用にあたり気をつけたいこと

・カメラ機能や地図アプリ操作体験　など

○スマホに機種変更したけど使い方が分
からない
○使いこなせる自信がないからスマホに
変えるのは抵抗がある
○タブレットの使い方を調べるけど、専
門用語が多くてよく分からないなど

スマホ持込
受講OK

受講料
無料

タブレット
無料貸出

10：00 ～ 12：00

大矢野庁舎書庫棟 2階会議室

平成 27 年 2月 1日（日）
2：00 ～ 4：00

松島庁舎 3階大会議室
午
前

午
後

※午前の部と午後の部は同じ内容です。

松川  由美氏

（モバイルネットワーク研究所代表）

日時

各会場 30 人（先着順）

平成 27 年 1月 30 日（金）までに電話で企画

政策課情報推進室までお申込みください。

企画政策課情報推進室

☎ 0964（26）5538

講師

内容

定員

申込

 こんな人におススメ

申込・問合せ先

※体験用タブレットを準備しますが、

ご自分のスマホやタブレットを使

用していただいても構いません。

【主催】上天草市
【協力】モバイルネットワーク研究所、ドコモショッ
プ大矢野店、ソフトバンク上天草、天草ケーブ

ルネットワーク株式会社

まち わだいの
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種　類 ※用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 26木 　H26. 12

午後１時～
午後１時15分

3～4カ月児健診 バスタオル ３火 　H26. 10

6～7カ月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
10火 　H26. ７

１歳６カ月児健診 尿 17火 　H25. ７

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
19木 　H25. ２

３歳児健診
聴力・視力
検査用紙

24火 　H24.１

【場所】上天草市保健センター（松島町合津 7915 番地１）
【用意するもの】母子健康手帳と問診票は、いずれの健診・学級でも必ず持参ください。
 ※２歳児歯科健診の問診票は健診会場で配布します。

乳幼児健診（２月）

日祝日在宅医（１・２月）育児相談 ・母子健康手帳交付 （２月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
２月、９月
16月、23月

午前９時 30 分～午前 11 時
（午前９時 30 分～ 45 分）

上天草市保健センター
随時交付（手帳）

18水（相談） 午前９時 30 分～午前 11 時

姫戸統括支所 ６金、27金 午前９時～午前 10 時
（午前９時～ 15 分）

龍ヶ岳統括支所 ６金、27金 午前10時 30分～午前11時 30分
（午前 10 時 30 分～ 45 分）

用意するもの　印鑑（手帳）
①交付日以外でも上記窓口で随時母子健康手帳の発行を行っています。

②「①」の場合は健康づくり推進課から後日連絡をし、保健師・栄養士による保健

指導を行います。

「はたちの献血」キャンペーン

種　類 日 実施時間
精神保健相談 ５木、19木 午後 2時～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172 ※要予約

福　祉（２月）

小児救急電話相談
短縮番号（＃ 8000） 毎日 午後７時～午前０時

ダイヤル回線の場合　☎ 096（364）9999

夜間の子どもの急病時

■問合せ先
　健康づくり推進課健康増進係　☎ 0969(28)3381

【診療時間】　午前９時～午後５時 ※診療時間外は事
前に電話連絡をお願いします。上表は 12 月 17 日現

在の予定表です。都合により変更することもありま

すので、健康づくり推進課までお尋ねください。

～はたちのあなたに救える命～
　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用血液が不足

しやすい季節です。

　このため、県では１月～２月の２カ月間、成人式

を迎える「はたち」の若者を中心に、広く県民の皆

さまに対して献血を呼びかけています。

　特に若い人たちで、献血をしたことがない人は、

ぜひご協力をお願いします。

■問合せ先
　保健課国民健康保険係　☎ 0969（28）3354

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

18
中村医院〈内〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0003

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3583

25
中村達男医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0006

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

１

天草皮ふ科・内科
〈皮〉

（大矢野町中）
☎ 0964（59）0808

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎ 0969（58）2148

８

しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0005

上天草総合病院〈内〉
（龍ヶ岳町高戸）
☎ 0969（62）1122

11 毛利医院〈内〉
（大矢野町登立）
☎ 0964（56）2111

15

宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0600

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0052

22

佐々木整形外科
〈整〉

（大矢野町中）
☎ 0964（56）5550

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0899

れらの高血圧や糖尿病、慢性腎不全は生活

習慣病と呼ばれ、自覚症状のないまま静か

に進行していきます。

　病気が重症化すると人工透析など高額な

費用と時間が拘束される治療を受けなけれ

ばならなくなり、生活が制限され体にも負

担がかかります。

がんサロン（２月）
日 実施時間

27 日金 午後１時 30 分～午後３時 30 分

【場所】上天草総合病院６階講堂　☎ 0969（62）1122

循環器系
15. ５％

腎尿路生殖器系
９. ２％

５. ９％

筋骨格系および
結合組織
11. ８％

新生物
11. ２％

精神および
行動の障害
11. ２％

消化器系 
９. ４％

損傷、中毒および
その他外因の影響

６. ３％

精神系 
７. ７％

呼吸器系 
 　　４. ２
　　　　％

その他
11. ２％

　生活習慣病は、特定健診を受診し早期発

見・早期治療をすることで重症化を予防で

きます。

　現在の健康状態をチェックして、糖尿病

や慢性腎不全などを予防するため、現在健

康な人でも、特に働き盛りの 40 歳以上の人

は生活習慣病にならないように毎年、特定

健診を受診しましょう。

　事業主さんは、従業員やその家族の健康

にもお気配りいただき、受診へのご協力を

よろしくお願いします。

　また、現在通院中の人も

特定健診の対象となります

のでかかりつけの医師に相

談しましょう。

　１月～２月は「はたちの献血」キャンペーンの期

間です。みんなで、献血の輪を広げましょう！

　４００mL献血・成分献血にご協力ください。

ご協力をお願い

します。

平成 25年５月診療分疾患別医療金額の割合（％）

以上の人は特定健診を受診しましょう

順位 疾患名 疾病名（１位）
１位 循環器系 高血圧性疾患
６位 腎尿路生殖器系 腎不全

９位 内分泌、栄養および代謝疾患 糖尿病

内分泌、栄養および
代謝疾患

「高血圧性疾患」「腎

不全」「糖尿病」な

ど生活習慣病の予

防と早期発見のた

め特定健診を受診

しましょう

▲国保医療費の疾病分類別統計状況より抜粋
　（熊本県国民健康保険団体連合会調べ）

40
歳

上
天
草
市
国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
医
療
費
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成25年５月分の医療費総額は２億5795万円でした。

　疾患別にみると、循環器系の疾患が最も

多く、次いで筋骨格系および結合組織、新

生物、精神および行動の障害となっていま

す。

　主要疾病別にみると、循環器系は高血圧

性疾患が約半分を占め、腎尿路生殖器系で

は腎不全が８割、内分泌・栄養および代謝

疾患では糖尿病が６割を占めています。こ

健康ガイド健康ガイド
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診 療 案 内

市立病院
だより

月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来
樋口
坂本
和田

大村
和田
山城

坂本
大村

樋口
和田
山城

坂本
山城

新患

國友

國友

下村

志摩
（10 時～）

國友
応援
医師

代謝内科

熊大
（第１・３）

循環器内科 脇田

外　　科
消化器科

福田 城野
福田
蓮尾

城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松
森山

（久米）
藤松

小児科 田原

産婦人科
姫野
桑原

桑原
姫野
桑原

姫野
（桑原）

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 粟井 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科 小川

超音波・内視

鏡センター

蓮尾
城野
國友

福田
蓮尾

城野
和田    

福田
蓮尾

城野
福田
下村

歯科・口腔外科 福田

月 火 水 木 金

夕方外来

（内科）

大村
和田

坂本
山城

教良木診療所 大村 坂本 樋口 応援 國友

●受付は、午前８時 30 分から午前 11 時 30 分

までです。

●眼科の月曜日は熊大からの応援となります。

●整形外科の木曜日は午後２時から午後５時ま

で診療（予約制）を行います。

●歯科口腔外科は月から金曜日の午後も診療を

行います。

●脳外科は第２・４水曜日の午後２時から診療

（予約制）を行います。

●内科は火・木曜日の午後５時から午後６時ま

で診療を行います。

●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。

●代謝内科は毎週木曜日の午前中と午後３時か

ら午後 6 時まで診療を行います。

●診療案内は都合により変更となる場合があり

ます。ご了承ください。

■問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）

　FAX 0969（62）1546

　ホームページアドレス

　http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp

　11 月 21 日、松島総合センター「アロマ」で上天草市民健康講

座がんサロン講演会を開催しました。

　今回で３回目となるがんサロン講演会が大盛況の中に開催でき

ました事は、何より上天草総合病院の関係者さまの深いご理解と

温かいご支援のお陰と深く感謝しています。今回、講師にお招き

した北里大学附属病院教授佐々木治一郎先生は肺がんがご専門で

がん細胞の基礎研究からがん患者さんの社会的支援に至るまで幅

広く診療、教育、研究にご従事されています。お忙しい中、熊本

のがんサロン設立にもご尽力いただき、

今回の講演会もがんサロンがご縁で実現

しました。専門的な事を時にはユーモア

を交えて解りやすくお話していただきま

した。

　がんを取り巻く医療は私たちが思う以

上に進歩しており、早期発見を心掛ければがんとの共生も夢では

ない事を知る事ができました。また、そのためには氾濫している

情報を正しく取り入れる事の大

切さも再認識しました。

　この講演会を機に一人でも多

くの人ががんについて正しく理

解してくださり、上天草がんサ

ロンの存在を知ってくださる事

を願っています。

上天草がんサロン「アクアマリン」世話人　山口なおみ

平成 27年度採用　上天草総合病院職員を募集します
　上天草総合病院では平成 27 年度の職員採用試験を実施します。

◆募集職種および人数　視能訓練士１人

◆応募資格　視能訓練士免許証取得者または来春視能訓練士養成

施設機関卒業見込みの人

◆受付期間　１月 21 日（水）必着

◆提出書類　履歴書、各職種免許証の写し、または卒業見込書、

健康診断書 ( ６カ月以内のもの )

◆試験日時　後日、申込者に通知します

◆試験内容　小論文・面接

◆申込・問合せ先　上天草総合病院総務課　☎ 0969(62)1122

市民健康講座がんサロン講演会を開催しました

栄養サポート外来を開設しました

　栄養サポート外来では、「食欲がない」、「体重が急に減った」

など、栄養不良の可能性がある人を対象に医師、看護師、管理栄

養士らが症状に合わせた栄養指導を行います。診療日時などは以

下のとおりです。

◆栄養サポート外来
　○診療日時　毎週金曜日　午後２時 30 分～午後４時

　○場　　所　循環器内科外来

◆摂食・嚥下外来
　○診療日時　毎週金曜日　午後１時～午後４時

　○場　　所　歯科外来

　栄養状態、摂食状態でお困りのことがありましたら、地域連携

室にお気軽にご相談ください。また、診察を希望される場合は、

診療日にご来院ください。

■問合せ先　上天草総合病院地域連携室　☎ 0969(62)1122

■
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迎
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病院のなかの多職種連携
地域での多職種連携
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上天草市立上天草総合病院
病 院 長　 坂 本　 興 美
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内
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政
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。
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し
の
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ー
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　成田浩平さん、ほか４人にご寄贈いただきました。

ありがとうございました。

■図書館おはなし会（30分～１時間）
【中　央】 ２月 14 日（土）午後２時～
【大矢野】 １月 24 日（土）午後２時～
【大矢野】 ２月 14 日（土）午後２時～
【大矢野】 １月 24 日（土）午後１時 30 分～
【姫　戸】 ２月 14 日（土）午前 10 時～
【龍ヶ岳】 １月 17 日（土）午後２時～
【龍ヶ岳】 ２月 21 日（土）午後２時～
【対　象】　幼児～小学校低学年
※日程・場所変更の場合がありますので、各館まで確認を

お願いします。

■赤ちゃんおはなし会（約 20分）
【日　時】２月５日（木）午前 10 時 30 分～
【場　所】アロマ視聴覚室
【対　象】０歳～未就園児とその保護者

（ アロマ 視 聴 覚 室）

（大矢野森記念図書館）

（大矢野森記念図書館）

（ママ応 援 センター）

（姫戸図書館）

（龍ヶ岳図書館）

（龍ヶ岳図書館）

■問合せ先　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

移動図書館巡回日

●１月…21日（姫戸）、28 日（龍ヶ岳）

●２月…４日（大矢野）、12 日（松島）

※雨天の場合は翌日に延期します。詳しい場所・時間につ

いてはお問い合わせください。ご利用をお待ちしていま

す。

　バレンタインデーまで１カ月を切りました。最近は

友人やお世話になった人に渡す「友チョコ」なるもの

が増えているそうです。もはや男女の一大イベントで

はなく、知人友人との交流の機会になってきたのかも

しれませんね。「そうか 21 世紀か…」と思いをはせる

昭和の末生まれの司書でした。

　市内図書館にはバレンタインデーに贈るお菓子や手

作りのプレゼントに

ピッタリな本がたくさ

んあります。ぜひ本を

借りて参考にしてみて

ください！心のこもっ

た贈り物ってやっぱり

いいものですね。

　昨年 10 月 25 日から始めました読書マラソンには、た

くさんの児童・園児の皆さんに参加していただきました。

ありがとうございました。

　読書マラソンの集計結果は、学校を通じてお知らせしま

す。園児の皆さんには図書館に来館された際にスタンプ台

紙をお返しします。

　なお、スタンプ台紙の回収は１月いっぱいとなっていま

す。名前、学年、学校名（保育園名）をしっかり書いて、

市内の図書館または学校に提出してください。園児の皆さ

んは図書館に提出をお願いします。

読書マラソンご参加ありがとうございました

○１日目【座学研修】
■日時　１月 30日（金）午後 7時から午後 8時
30分まで

■場所　松島総合センター「アロマ」
○２日目【現地研修】
■日時　１月 31日（土）午前９時から正午まで
■場所　現地集合（参加者に後日お知らせしま
す）

■講師　前川清一氏（上天草市史編さん委員）
※事前申し込みが必要です。

■申込み・問合せ先
　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

　市教育委員会では、本市の文化財について、

より深い知識を得ることで文化財保護の意識高

揚を図り、郷土に対する愛着を深めることを目

的に、専門家によるかみあまくさ歴史講座を開

催しています。

　今回は、上天草市史編さん委員の前川清一氏

により「石に刻まれた歴史をたどる」と題し石

造物を題材に座学研修と現地研修をセットにし

た研修会を行います。ぜひご参加ください。

第２回かみあまくさ歴史講座を開催します第２回かみあまくさ歴史講座を開催します

　12 月５日、市役所松島庁舎会議室において第１回

上天草市史編さん委員会を開催しました。

　この委員会は、これまでに編さんが行われていな

かった姫戸町および龍ヶ岳町の歴史をまとめるため

に実施する会議で、この日 18 人の編さん委員に委嘱

状を交付しました。

　今後、この 18 人の編さん委員の皆さんが、姫戸町

および龍ヶ岳町において収集された資料を基に再度

詳しい調査活動を行い執筆する計画です。

　市史編さん事業は、非常に長い年月をかけなければ

ならない事業ですが、編さん委員の皆さんの力によっ

て姫戸町および龍ヶ岳町の歴史が掘り起こされる素

晴らしい市史が完成することが期待されます。

第１回上天草市史編さん委員会
を開催しました

　11 月 13 日、阿蘇を拠点に活動するデュオ「Ｖｉｅ

ｎｔ」が松島中でコンサートを開きました。

　このコンサートは、同デュオの竹口美紀さんのダイ

ナミックかつ優しいキーボードの演奏に合わせ吉川

万里さんの管楽器と語りで構成されたプログラムで、

吉川さんは、命の大切さや郷土を思う心を育むことを

テーマに、全校生徒に優しく語りかけました。

　今回開催されたコンサートは、県の芸術文化鑑賞・

体験事業のひとつ「いきいき芸術体験教室」に松島中

が採択され、学校教育の位置づけとして実施されたも

のです。

「Ｖｉｅｎｔコンサート」
松島中学校で開催しました

■問合せ先
　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

■問合せ先
　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

▲市史編さん委員会 ▲Ｖｉｅｎｔと一緒に演奏する生徒

とある新人司書の不定期つぶやき第２話

▲遍照院（大矢野町）の宝筐印搭（ほうきょういんとう）

図書の寄贈について

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

大矢野森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

１月のテーマ『2015 年大河ドラマ
予習スペシャル』

２月のテーマ『和ってなんだろう？』

報報情

図書館だより

【全館共通】
●休館日 １月 19 日、26 日、31 日
　２月２日、９日、16 日、23 日、28 日
※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で
　お休みです。
※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな
ります。
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番号 所属（勤務先） 職種（資格・経験など） 募集人員 時 賃金
16 税務課（大矢野庁舎） 事務補助（土地、家屋台帳の記帳など）（パ） １人 1 月額 11 万 8000 円

17 環境衛生課（大矢野庁舎） 現場作業員（不法投棄パトロール、野犬対策、ごみ分別指導など） ２人 2 日額　　　6300 円

18 議会事務局（大矢野庁舎） 事務補助（議会広報編集、議事録校正など）（パ） １人 1 月額 11 万 8000 円

19
市民窓口課（松島庁舎）

電話交換 １人 1 月額 11 万 8000 円

20 庁舎警備 ３人 � 月額 13 万 7000 円

21 湯島出張所 事務補助（出張所窓口業務）（パ） １人 3 月額 11 万 8000 円

22 農林水産課（教良木出張所） 事務補助（教良木土地改良区・施設管理）（刈払機を使用できる人）（パ） １人 1 月額　　　13 万円

23
姫戸統括支所

施設管理作業員 ２人 2 日額　　　6300 円

24 庁舎警備 ３人 � 月額 13 万 7000 円

25
龍ヶ岳統括支所

事務補助（水俣病相談）（パ） １人 1 月額　　　13 万円

26 庁舎警備 ３人 � 月額 13 万 7000 円

27
建設課（松島庁舎）

舗装作業員（刈払機を使用できる人） １人 1 月額 12 万 5000 円

28 現場作業員（市道の舗装補修、草刈りなど）（刈払機を使用できる人） ３人 2 日額　　　6300 円

29

福祉課（松島庁舎）

住宅確保・就労支援員（パ） １人 3 月額　　　13 万円

30 障害福祉調査員（看護師で県の認定調査員研修を受講済みの人） １人 3 月額 14 万 4000 円

31 事務補助（医療費入力、保育園入所補助）（パ） １人 3 月額 11 万 8000 円

32 福祉課（保育園、こども未来館）保育士（有） 21 人 5 月額 14 万 4000 円

33 福祉課（保育園） 調理師（有） ５人 5 月額 12 万 4000 円

34
保健課（松島庁舎）

医療事務（レセプト点検）（有かつ経） ４人 3 月額　　　13 万円

35 事務補助（年金相談）（パ） １人 3 月額 11 万 8000 円

36

健康づくり推進課

（松島庁舎）

保健師・管理栄養士（特定保健指導）（有） ２人 3 月額 14 万 4000 円

37 看護師（特定健診未受診者対策）（有） １人 3 月額 14 万 4000 円

38 看護師（重複・頻回受診者訪問指導）（有） １人 3 月額 14 万 4000 円

39 保健師・管理栄養士・栄養士（有） １人 3 月額 14 万 4000 円

40 事務補助（健診の案内作成、受付業務など）（パ） １人 3 月額 11 万 8000 円

41

高齢者ふれあい課（松島庁舎）

介護認定調査員※１ ６人 6 月額 14 万 4000 円

42 介護支援専門員※２ ８人 7 月額 14 万 4000 円

43 保健師・看護師（有）（准看護師を除く） ２人 6 月額 14 万 4000 円

44 高齢者訪問相談員※３ １人 6 月額 14 万 4000 円

45

老人ホーム和光園

支援員（ヘルパー２級以上または経） ８人 8 資格有：月額 13 万 2000 円

資格無：月額 12 万 8000 円46 調理師（有または経） ５人 9

47 看護師（有） ２人 1 月額 14 万 4000 円

48 水道局（松島庁舎） 事務補助（滞納整理業務）（パ） １人 1 月額　　　13 万円

49 水道局（大矢野窓口センター） 事務補助および工務補助（収納事務、閉開栓・漏水対応など）（パ） ２人 1 月額　　　13 万円

50 学務課（松島庁舎） 事務補助（パ） １人 1 月額 11 万 8000 円

51 学務課（松島庁舎・大矢野中学校）スクールサポーター（警察等補導業務経） １人 � 月額 14 万 4800 円

52

学務課（管内小・中学校）

特別支援教育補助員 22 人 � 月額 13 万 4000 円

53 学校図書館司書（図書館法第５条に定める司書）（有） ４人 � 月額 13 万 4000 円

54 調理師（給食調理）（有） 36 人 � 月額 12 万 4000 円

55 学校用務員 ９人 � 月額 12 万 4000 円

56
学務課（大矢野中学校）

自立支援コーディネーター（教諭免許有） １人 � 月額 13 万 4000 円

57 学習支援員（教諭免許有） ３人 � 月額 13 万 4000 円

58

社会教育課（松島庁舎）

イーフレンズ補助員（パ） １人 � 月額 11 万 8000 円

59 事務補助（市史編さん）（パ） １人 � 月額 11 万 8000 円

60 学芸員（有） ２人 � 月額　　　19 万円

61 社会教育課（中央図書館） 図書館司書補助兼移動図書館車運転手 １人 � 月額 11 万 8000 円

62 社会教育課（各市立図書館） 図書館司書（図書館法第５条に定める司書）（有） ９人 � 月額 13 万 4000 円

平成 27年度上天草市非常勤職員および臨時職員の登録者を募集します
■雇用期間　平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日の期間内　※臨時職員は６カ月間
　※登録されても採用枠の関係で雇用されない場合があります。

■受験資格　平成 27 年４月１日現在で 18 歳以上 60 歳未満の人　※職種番号５、20、24、26 は 18 歳以上 70 歳未満。45、
46、47 は 18 歳以上 65 歳未満。51、53、54、55、57 は 18 歳以上 65 歳以下。

■募集期間　１月 30 日 ( 金 ) まで　（平日午前８時 30 分～午後５時 15 分）
■申込方法　専用用紙に希望職種などを記入の上、市役所に提出してください。※用紙は、大矢野庁舎（総務課）、松島庁舎（市
民窓口課）、姫戸・龍ヶ岳各統括支所および出張所に備え付けてあります。

■試験日　２月中旬を予定　※日時・会場などは、後日、本人に通知します。
■試験方法　面接試験
■問合せ先　総務課人事給与係　☎ 0964（26）5527　※業務内容は、勤務先の部署にて説明します。

□職種（資格・経験など）
　●全職種に普通運転免許が必要です　●職種番号７、15、17、23、28 は臨時職員、ほかは非常勤職員

　●パ…ワード、エクセルが使用できる人　●経…経験者　●有…有資格者

　○※１　番号 41 の介護認定調査員は、次の①～④いずれかに該当すれば申込みできます。

　　①保健師②看護職員で実務経験者③介護支援専門員④福祉関係の資格を有し実務経験者

　○※２　番号 42 の介護支援専門員は、次の①～⑤いずれかに該当すれば申込みできます。

　　①介護支援専門員②看護師③保健師④社会福祉士⑤高齢者保健福祉に関する相談業務に３年以上従事した社会福祉主事

　○※３　番号 44 の高齢者訪問相談員は、次の①～⑤いずれかに該当すれば申込みできます。

　　①看護師②准看護師③保健師④社会福祉士⑤高齢者保健福祉に関する相談業務に３年以上従事した社会福祉主事

□時…勤務時間
　1月～金の午前８時 30 分～午後５時 15 分のうち指定する日時（週 29 時間）
　2月～金の午前８時 30 分～午後５時 15 分
　3月～金の午前９時～午後４時のうち指定する日時（週 29 時間）
　4月～日の午前８時 30 分～午後５時のうち指定する日時（週 29 時間）休日勤務有り
　5月～土のうち指定する日時（週 29 時間）
　6月～金の午前８時 30 分～午後５時のうち指定する日時（週 29 時間）
　7月～金の午前８時 45 分～午後５時のうち指定する日時（週 29 時間）
　8交替勤務制（週29時間）午前８時 30 分～午後５時 15 分、午前 7時 30 分～午後４時 30 分、宿直業務有り（可能者のみ）
　9交替勤務制（週29時間）午前６時 30 分～午後３時 15 分、午前７時 30 分～午後４時 15 分、午前９時～午後５時 45 分
　� 月～金の午前８時 30 分～午後５時 15 分のうち指定する日時（週 29 時間）休日勤務有り
　� 月～金の午前８時 15 分～午後４時 45 分のうち指定する日時（週 29 時間）
　� 月～金の午前８時 10 分～午後４時 40 分のうち指定する日時（週 29 時間）
　� 月～金の午前９時～午後４時のうち指定する日時（週 29 時間）休日勤務有り
　� 火～日のうち指定する日時（週 29 時間）休日勤務有り
　� 月～日のうち指定する日時（週 29 時間）
　� 日直：午前８時 30 分～午後５時、宿直：午後５時～午前８時 45 分（週 29 時間）

番号 所属（勤務先） 職種（資格・経験など） 募集人員 時 賃金
１ 市長公室（大矢野庁舎） 運転手 １人 � 月額 23 万 1000 円

２ 総務課（大矢野庁舎） 事務補助（パ） １人 1 月額 11 万 8000 円

３

監理課 ( 大矢野庁舎 )

嘱託登記（経） １人 3 月額 21 万 8000 円

４ 事務補助（入札、財産台帳作成）（パ） １人 3 月額 11 万 8000 円

５ 庁舎警備 ３人 � 月額 13 万 7000 円

６ 企画政策課（大矢野庁舎） 移住相談アドバイザー（パ） １人 3 月額 11 万 8000 円

７

農林水産課（大矢野庁舎）

現場作業員（農道・林道・漁港）（刈払機を使用できる人） ４人 2 日額　　　6300 円

８ 事務補助（農地中間管理事業）（パ） １人 1 月額 11 万 8000 円

９ 事務補助（多面的機能支払事業）（パ） １人 1 月額 11 万 8000 円

10 産業雇用創出課

（大矢野庁舎）

消費生活相談員（消費生活専門員） １人 1 月額 14 万 4000 円

11 消費生活相談員（養成講座修了者） １人 1 月額　　　13 万円

12 観光おもてなし課

（メモリアルホール）

アテンダント主任（経・３年以上） ２人 4 月額 12 万 8000 円

13 アテンダント ４人 4 月額 12 万 5000 円

14 観光おもてなし課

（大矢野庁舎）

事務補助（観光情報収集、イベント業務）（パ） １人 1 月額 11 万 8000 円

15 現場作業員（施設管理、除草など）（刈払機を使用できる人） ２人 2 日額　　　6300 円
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月　日 地　区　名 時　間

２月 13 日（金）
登立本郷・広崎 午前９時～正午
登立西の浦 午後１時～４時

２月 16 日（月）
寄船・成合津 午前９時～正午
東満・白濤 午後１時～４時

２月 17 日（火）
岩谷 午前９時～正午
船江・双原 午後１時～４時

２月 18 日（水）
辺田・平 午前９時～正午
尾上・新田 午後１時～４時

２月 19 日（木）
坂本・山下 午前９時～正午
積米 午後１時～４時

２月 20 日（金）
尾越崎 午前９時～正午
四郎丸 午後１時～４時

２月 23 日（月）
大潟 午前９時～正午
治郎田・荒木浜 午後１時～４時

【大矢野地区】

　平成26年分市県民税申告および所得税の確定申告（青

色申告を除く。）をする人は、次の日程で申告をお願い

します。なお、相続税や贈与税などの申告の受付はでき

ませんので、ご了承ください。

※混雑を避けるため地区割り当てをしています。なるべ

くご自分の地区割り当て日にお越しください。どうし

ても都合が悪い場合は、他の日程の都合の良い日にお

越しください。

※混雑時や申告内容によっては、半日かかる場合もあり
ますので申告には時間に余裕を持ってお越しください。

※申告の内容によっては、受付できない場合があります

のでご了承ください。

※税務署で所得税の確定申告をする人は、市県民税申告

の必要はありません。

□申告に持参するもの
※農業の人は、平成 16 年度から標準による所得計算が

ありませんので、必ず作物別、作付面積を調べておい

てください。

●不動産を貸している人
①収支内訳書（収入金、経費がわかる証明書または、帳

簿、領収書など）

②貸している人の住所、氏名および貸付金額のわかる書

類、帳簿など

●年金収入がある人
　公的年金の源泉徴収票（日本年金機構などから、毎年

１月末頃に郵送されるハガキ）

※公的年金収入のみで、次の①②に該当し、他に収入（所

得）がない人は、申告申出書（ハガキ）を提出すると、

申告は不要です。

①昭和 25 年１月２日以降に生まれ、支給された年金額

が 98 万円以下の人

②昭和 25 年１月１日以前に生まれ、支給された年金額

が 148 万円以下の人

●その他の収入がある人　
　収入の金額や必要経費などがわかる書類、証明書、帳

簿など

【医療費控除に必要な書類】
①医療費の領収書（１年分を個人ごと、病院ごとに集計

してください。）

※税務課の窓口に集計用の封筒を用意していますが、封

筒が無い場合でもメモ用紙などに記入し、持参してく

ださい。

（記載例）　 太郎 　 A 病院　40,000 円

  　 太郎 　 B 病院　25,000 円

  　 花子 　 A 病院　30,000 円　 合計 95,000 円

②寝たきりの人などのおむつに係る費用については、「お

むつ使用証明書」の発行を医師から受けた場合、医療

費控除の対象となります。

③健康保険・生命保険などで補てんされた金額の証明書

【住宅取得控除に必要な書類】
①住民票の写し

②家屋および土地の登記簿謄本もしくは抄本の原本（法

務局から発行されているもの）

③請負契約書や売買契約書（土地・家屋）などで、金額

の分かる書類の写し

④金融機関から発行される住宅取得に係る借入金の年末

残高証明書

【注意事項】
①必要書類が足りない場合は、再度書類をそろえていただ

くことになりますので、関係書類は必ずご持参ください。

②上天草市に住民登録がある人で、市外に居住している

人は、市外居住地の市町村と重複課税される場合があ

りますので、必ず勤務地・会社名をご連絡ください。

③収入が全くない人も申告していただく必要があります。

④市県民税、所得税の申告を忘れると次のようなさまざま

な支障が生じますので、必ず期間内に申告しましょう。

○国民健康保険加入者は、保険税の軽減が受けられない

○扶養関係の証明などに必要な課税証明および所得証明

の交付ができない　など

※正午～午後１時までは休憩時間

●全ての人
①印鑑（確定申告の場合必要）
②生命保険、地震保険などの支払証明書（領収書は不可）
③確定申告用封筒またはハガキ（税務署から送付されて
きた人のみ）

●給与収入がある人
①給与所得の源泉徴収票（職場から発行）

※給与収入が 1カ所だけで職場で年末調整されている

人は、申告の必要はありません。

②給与所得の源泉徴収票がない人は、職場からの給与支

払証明書など年間収入金額・会社名・電話番号が分か

るもの

③年の中途で会社を退職した人や、職場で年末調整がさ

れていない人は、所得税が還付される場合があります

ので、本人名義の口座番号が分かるもの

●自営業の人（漁業・農業含む）
　収支内訳書（収入金、経費が分かる証明書または、帳

簿、領収書など）

　平成 26年分　市県民税申告日程

■申告に関するお問い合わせは税務課まで

申告期間：２月13日（金）～３月16日（月）

◎会場　大矢野庁舎書庫棟２階会議室

２月 24 日（火）
上新田・馬場 午前９時～正午
江樋戸 午後１時～４時

２月 25 日（水）
谷・豊後谷 午前９時～正午
中の丸 午後１時～４時

２月 26 日（木）
古野・田端 午前９時～正午
賤の女・女鹿串 午後１時～４時

２月 27 日（金）串 午前９時～午後４時
３月２日（月）鳩の釜 午前９時～午後４時

３月３日（火）
大手原・七ツ割 午前９時～正午
野釜前・野釜南 午後１時～４時

３月４日（水）
堤・村寺尾 午前９時～正午
宮津 午後１時～４時

３月５日（木）
高田・越の浦・池の迫 午前９時～正午
野米・小瀬戸 午後１時～４時

３月６日（金）
貝場 午前９時～正午
前平・小平 午後１時～４時

３月８日（日）全地区 午前９時～午後４時

３月９日（月）
柳東 午前９時～正午
柳西 午後１時～４時

３月 10 日（火）
亀の迫 午前９時～正午
新開・満越 午後１時～４時

３月 11 日（水）
瀬高・江後 午前９時～正午
全地区 午後１時～４時

３月 12 日（木）
・13 日（金）全地区 午前９時～午後４時
３月 16 日（月）

◎会場　湯島出張所
月　日 地　区　名 時　間

３月４日（水）
湯島１・２区 午前９時～正午
湯島３・４区 午後１時～３時

◎会場　維和出張所
月　日 地　区　名 時　間

３月３日（火）
維和１～６区 午前９時～正午
維和７～ 13 区 午後１時～３時

【姫戸地区】

月　日 地　区　名 時　間

２月 20 日（金）
姫浦（牟田・永目） 午前９時～正午
姫浦（元摺） 午後１時～４時

２月 23 日（月）
姫浦（神・塩屋） 午前９時～正午
二間戸（本郷） 午後１時～４時

２月 24 日（火）
二間戸
（団地・西河内・神代）

午前９時～午後３時

※正午～午後１時までは休憩時間

◎会場　姫戸統括支所別館会議室（旧水道局）

【龍ヶ岳地区】

月　日 地　区　名 時　間

２月 19 日（木）
樋島（須崎垣内～桑鶴） 午前９時～正午

樋島（仏崎・下桶川） 午後１時～３時

※正午～午後１時までは休憩時間

◎会場　樋島出張所

月　日 地　区　名 時　間

２月 13 日（金）
赤崎・葛崎・池の浦 午前９時～正午
夏唐・西浦・丸田 午後１時～４時

２月 16 日（月）
中園・東浦・大作山 午前９時～正午
高串・小屋河内・脇浦 午後１時～４時

２月 17 日（火）
瀬戸・東風留 午前９時～正午
白浜・下貫 午後１時～４時

２月 18 日（水）全地区 午前９時～午後３時

◎会場　龍ヶ岳統括支所
【松島地区】
◎会場　阿村出張所

※正午～午後１時までは休憩時間

月　日 地　区　名 時　間

２月 25 日（水）
阿村１・２区 午前９時～正午
阿村３・４区 午後１時～４時

２月 26 日（木）
阿村５～８区 午前９時～正午
阿村９～ 11 区 午後１時～３時

◎会場　教良木出張所
月　日 地　区　名 時　間

２月 27 日（金）
野々川・教良木本郷 午前９時～正午
山浦・大平 午後１時～４時

３月２日（月）
内野河内 午前９時～正午
星平 午後１時～３時

◎会場　松島庁舎２階小会議室
月　日 地　区　名 時　間

３月５日（木）
先辺・一番・今村 午前９時～正午
北の浦・中村・合の丸 午後１時～４時

３月６日（金）

浦山・園田・松葉・古園・
古園団地

午前９時～正午

西目・合津西の浦・国迫・
稲戸・前島

午後１時～４時

３月８日（日）全地区 午前９時～午後４時

３月９日（月）
志賀間・御所組・馬建 午前９時～正午
樋合東・樋合西・永浦 午後１時～４時

３月 10 日（火）
今泉東 午前９時～正午
今泉西・今泉釜 午後１時～４時

３月 11 日（水）
知十・米山・後山 午前９時～正午
阿村 12・13 区 午後１時～４時

３月 12 日（木）全地区 午前９時～午後３時

☎0964（26）5519



I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

問合せ先

□上天草市消費生活セン
ター
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（56）0783
□上天草市ふるさとハ
ローワーク
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（57）4510
□上天草市農林水産物加
工品開発研究センター
　〒 869-3603
　上天草市大矢野町中
　11582-24　
　☎ 0964（56）6100
□松島地区清掃センター
　〒 861-6105
　上天草市松島町教良木
　236-264
　☎ 0969（57）0161

税
の
ひ
ろ
ば

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

▼
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
８
期

▼
市
県
民
税　
　
　
　
　

第
４
期

▼
納
期
限　
　
　

２
月
２
日（
月
）

▼
口
座
振
替
日　

１
月
26
日（
月
）

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　

契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被

害
、
多
重
債
務
（
借
金
問
題
）
で

お
悩
み
の
人
の
ご
相
談
な
ど
、
消

費
全
般
に
関
す
る
ご
相
談
に
対
し

て
専
門
の
相
談
員
が
問
題
解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と
思
っ

た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
な
ど
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時

☎
総
務
課

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

２
月
５
日
（
木
）

○
松
島　

午
後
１
時
〜
４
時
・
松

島
庁
舎

▼
開
設
日　

２
月
12
日
（
木
）

○
大
矢
野　

午
後
１
時
〜
４
時
・

大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
税
務
課

１
月
の
納
税

□
申
告
会
場

▼
場
所　

天
草
税
務
署
１
階
会
議

室
（
天
草
市
）

▼
期
間　

２
月
16
日
（
月
）
か
ら

３
月
16
日
（
月
）（
※
土
、
日

は
除
く
）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

□
無
料
相
談
会
場

▼
場
所　

天
草
税
務
署
１
階
会
議

室
（
天
草
市
）

▼
期
間　

２
月
16
日
（
月
）
か
ら

３
月
６
日
（
金
）（
※
土
、
日
、

祝
日
は
除
く
。）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
午
後
４
時

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
限
間
際
は
会
場
が
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

☎
総
務
課

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

確
定
申
告
会
場
・
無
料
相

談
会
場
の
ご
案
内

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
人

の
確
定
申
告

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
は
、
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
は
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
市
役
所
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

○
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か

　

電
子
証
明
書
と
は
、
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
）
お
よ
び
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
な
ど

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

手
続
を
行
う
際
に
、
本
人
確
認
の

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。　

　

有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
３
年

で
す
。
期
限
間
近
の
人
や
既
に
期

限
を
過
ぎ
て
い
る
人
は
、
窓
口
で

更
新
手
続
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.jpki.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
更
新
手
続
に
は
本
人
確
認
書
類

の
他
、発
行
手
数
料
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

○
税
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

○
電
子
証
明
書
に
関
す
る
こ
と　

市
民
窓
口
課
市
民
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
８

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載

漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
、
復
興
特
別
所
得
税
（
原
則

と
し
て
各
年
分
の
所
得
税
額
の

２
・
１
％
）
を
所
得
税
と
併
せ
て

申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
は
、「
復
興
特
別

所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な

い
よ
う
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
の
人
も
含
め
、
申
告

さ
れ
る
全
て
の
人
に
つ
い
て
「
復

興
特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

　

市
民
の
法
律
な
ど
に
関
す
る
心

配
ご
と
や
困
り
ご
と
（
家
庭
・
金

銭
・
相
続
・
登
記
な
ど
の
問
題
）

の
相
談
に
対
し
、
弁
護
士
が
指

導
、
助
言
な
ど
を
行
い
、
そ
の
問

題
の
解
決
ま
た
は
解
決
の
糸
口
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
し

ま
す
。

▼
対
象
者　

本
市
に
住
ん
で
い
る

を
除
く
）

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　

も
っ
と
身
近
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
巡
回

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

○
松
島
地
区

 

・
場
所　

松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
２
、
第
４
木

曜
日

 

・
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
姫
戸
地
区

 

・
場
所　

姫
戸
統
括
支
所
１
階
相

談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３
木

曜
日

 

・
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

 

・
場
所　

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１
階

相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３
木

曜
日

 

・
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
問
合
せ
先
・
相
談
電
話
番
号　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

無
料
調
停
相
談
を
実
施
し

ま
す

▼
日
時　

２
月
13
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室
（
天
草
市
）

▼
相
談
内
容　

多
重
債
務
、
損
害

賠
償
、土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、

　

年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

２
月
20
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室

▼
問
合
せ
先　

保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係

　

償
却
資
産
と
は
土
地
・
家
屋
以

外
の
事
業
用
資
産
の
こ
と
で
、
そ

の
減
価
償
却
費
が
所
得
税
法
ま
た

は
法
人
税
法
に
よ
る
所
得
の
計
算

上
、
必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算

入
さ
れ
る
資
産
の
こ
と
で
す
。

　

申
告
対
象
の
資
産
が
あ
る
人

は
、
１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る

☎
税
務
課

償
却
資
産
申
告
の
期
限
は

１
月
31
日
で
す

資
産
の
申
告
書
を
１
月
31
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
申
告
が
必
要
と
な
る
人

や
、
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
人

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
太
陽
光
発
電
は
10
㌗
以

上
が
課
税
対
象
で
す
が
、
事
業
用

資
産
と
し
て
費
用
に
計
上
す
る
場

合
は
10
㌗
未
満
で
も
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
合
せ
先　

税
務
課
固

定
資
産
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人

▼
開
設
日
時　

２
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
５
時

▼
開
設
日
時　

松
島
庁
舎
１
階
相

談
室

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
相
談
方
法　

面
談
相
談
で
、
同

一
案
件
に
対
し
１
回
の
相
談

▼
相
談
時
間　

１
人
１
回
30
分
ま
で

▼
申
込
方
法　

完
全
予
約
制

※
総
務
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
の
申

込
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
先
・
問
合
せ
先　

総
務
課

総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

□
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金
相

談
予
約
受
付
中

　

待
ち
時
間
な
し
で
年
金
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
年
金
手
帳
を
確

認
し
、
本
渡
年
金
事
務
所
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

☎
総
務
課

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

　

い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
暴
力
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
問
題
、
近

隣
問
題
、
障
が
い
者
差
別
な
ど
人

権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご

と
、
心
配
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
事
前
の
予
約
は

不
要
で
す
。

▼
日
時　

２
月
９
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

離
婚
、
養
育
費
・
慰
謝
料
、
相

続
な
ど
の
悩
み
に
関
す
る
調
停

手
続
き

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
調
停
協
会

連
合
会

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
６
１
２
１
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お知らせ

　

１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１

週
間
は
「
上
天
草
市
男
女
共
同
参

画
週
間
」
で
す
。
男
女
が
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
喜
び
を
感
じ
、
安
心

し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
日
時　

１
月
24
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分
（
受
付
開
始

午
後
０
時
30
分
）

▼
場
所　

松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

▼
内
容

○
13
時
〜　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：

龍
ヶ
岳
町
の
砥
岐
組
に
よ
る
朗

読
劇
「
パ
ー
テ
ル
さ
ん
」

○
14
時
〜　

講
演

・
講
師　

笠
井
信
輔
氏
（
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）

・
演
題　
「
息
子
３
人
、
局
ア
ナ

パ
パ
の
子
育
て
奮
闘
記
」

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

自
死
遺
族
支
援
を
考
え
る

講
演
会
・
交
流
会
を
開
催

　

家
族
や
大
切
な
人
を
亡
く
さ
れ

た
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

講
演
会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日　

２
月
３
日
（
火
）

○
講
演
会　

午
後
１
時
〜
２
時
45
分

○
交
流
会　

午
後
３
時
〜
４
時
30

分
（
※
参
加
は
ご
遺
族
の
み
）

▼
場
所　

宇
城
市
松
橋
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ン
グ
ま
つ

ば
せ

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
合
せ
先　

県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
８
６
）
１
１
６
６

新
規
就
農
支
援
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

▼
対
象　

新
た
に
農
業
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
を
目
指
す
人
や
農

産
物
販
売
を
目
的
と
し
た
農
業

経
営
を
目
指
す
人（
63
歳
以
下
）

▼
研
修
コ
ー
ス

○
プ
ロ
農
家
養
成
コ
ー
ス　

20
人

○
実
践
農
業
コ
ー
ス　

30
人

○
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス　

15
人
程
度

▼
研
修
期
間　

平
成
27
年
４
月
上

旬
〜
12
月
６
日
（
金
）

▼
研
修
内
容

○
栽
培
技
術
講
義
お
よ
び
実
習
、

農
業
経
営
に
必
要
な
知
識
習
得

の
た
め
の
講
義
な
ど

○
農
業
の
新
し
い
技
術
や
専
門
的

な
栽
培
管
理
技
術
、
就
農
に
必

要
な
農
業
情
報
な
ど
の
特
別
セ

ミ
ナ
ー
（
月
１
回
）

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
代
な

ど
は
実
費
）

▼
申
込
期
限　

２
月
６
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
//w

w
w
.p
re
f.

k
u
m
a
m
o
to
.jp
/
s
ite
/

noudai/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

県
立
農
業
大
学
校

　

☎
０
９
６
（
２
４
８
）
６
６
０
０

平
成
27
年
度
天
草
高
校
定
時

制
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

　

定
時
制
高
校
で
は
、
昼
間
は
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
社
会
経
験
を
積

み
な
が
ら
、
夕
方
か
ら
学
習
し
て

高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
出
願
資
格　

平
成
27
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た
は
中

学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
中

学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
人
（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
学
力
検
査
日　

３
月
10
日（
火
）

〜
11
日
（
水
）

▼
学
力
検
査
科
目　

国
語
、理
科
、

英
語
、
社
会
、
数
学
（
満
20
歳

以
上
の
人
、
平
成
７
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
希

望
す
る
人
は
学
力
検
査
に
代
え

て
作
文
と
面
接
で
受
検
可
）

▼
出
願
期
間　

２
月
13
日
（
金
）

〜
18
日
（
水
）
ま
で
の
平
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

※
出
願
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
高
等
学
校
定

時
制

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
５
５
３
３

　

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、

姫
戸
町
塩
屋
区
の
塩
屋
自
治
公

民
館
に
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
や
エ

ア
コ
ン
、
テ
ン
ト
な
ど
の
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
事
業
収

入
を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
備
品
の
整
備
な
ど

を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
姫
戸
町

塩
屋
区
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課
ま

ち
づ
く
り
・
統
計
係

☎
企
画
政
策
課

宝
く
じ
助
成
で
塩
屋
公
民
館

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

そ
の
他

☎
総
務
課

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す

▲笠井信輔氏

耐
震
対
策
講
演
会
を
開
催

し
ま
す

▼
日
時　

１
月
24
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時
30
分

▼
場
所　

県
庁
本
館
地
下
大
会
議

室
（
熊
本
市
中
央
区
）

▼
テ
ー
マ　

あ
な
た
の
家
は
大
丈

夫
？
〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
20
年
〜｢

地
震
被
害
か
ら
学

ぶ
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策｣

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
（kenchiku-

anzen@
pref.kum

am
oto.

lg.jp

）
に
氏
名
、
電
話
番
号
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
名
を
記
載

の
上
、
県
建
築
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

県
建
築
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
５
３
５

　
℻
０
９
６
（
３
８
４
）
９
８
２
０

☎
企
画
政
策
課

上
天
草
高
等
学
校
生
地
元

就
職
祝
金
を
支
給
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
に
上
天
草
高
校
を

卒
業
し
た
人
が
市
内
の
事
業
所
に

就
職
し
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
地
元
就
職
祝

金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
要
件

○
上
天
草
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○
上
天
草
高
校
を
卒
業
後
、
市
外
の

事
業
所
な
ど
に
就
職
す
る
こ
と
な

く
、
市
内
の
事
業
所
に
就
職
し
、

同
一
事
業
所
に
継
続
し
て
９
カ
月

以
上
就
業
し
て
い
る
人

○
上
天
草
高
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
60
日
以
内
に
就
業
し

た
人

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▼
祝
金
の
額　

３
万
円

▼
申
請
方
法　

企
画
政
策
課
、
市

民
窓
口
課
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各

統
括
支
所
、
各
出
張
所
か
ら
申

請
書
類
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
関
係
書
類
を
添
付

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
申
請
期
限　

地
元
事
業
所
に
就

職
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

▼
提
出
・
問
合
せ
先　

企
画
政
策

課
ま
ち
づ
く
り
・
統
計
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
９

▲

　

農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日

現
在
で
、「
２
０
１
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林
業
・

農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
最
も
基
本
的
な
統
計
調

査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農

林
業
関
係
者
を
訪
問
し
て
、
調
査

票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課
ま

☎
企
画
政
策
課

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電

話
」
講
演
会
を
開
催

▼
日
時 　

２
月
28
日
（
土
） 

午

後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
所　

熊
本
市
医
師
会
館
（
熊

本
市
中
央
区
）

▼
演
題　
「
絶
望
の
中
で
希
望
を

創
造
す
る
〜
パ
レ
ス
チ
ナ
と
東

日
本
大
震
災
の
中
で
み
つ
け
た

も
の
〜
」

▼
講
師　

立
野
泰
博
氏
（
日
本
福

音
ル
ー
テ
ル
大
江
・
宇
土
教
会

牧
師
）

▼
入
場
料　

無
料
（
事
前
申
込
み

が
必
要
で
す
）

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
参

加
人
数
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」

事
務
局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
平
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
は
電
話

受
付
可
。

▼
問
合
せ
先　

社
会
福
祉
法
人
熊

本
い
の
ち
の
電
話

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
４
３
４
３

　
℻
０
９
６
（
３
５
４
）
４
６
６
５

ち
づ
く
り
・
統
計
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
９

塩
屋
区
の
皆
さ
ん

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
９

　上天草市の大きな課題の１つに「少

子化に伴う人口減少とその結果とし

ての高齢化」があげられます。

　「高齢化とは、国民全体で平均余命

が少なくなることと同値であり、国

民全体で見た時間の希少性は否応な

く高まっている」これは、松岡真宏

氏の近著『時間資本主義の到来』に

あるメッセージです。つまり、「時間」

こそが現在の経済活動を解き明かす

鍵になっているというのです。

　すすぎが１回で済む洗剤やお掃除

ロボットなどの“時間を買う”商材

の人気や、花火大会などの“間違い

ない”イベントへの集中やクチコミ

への依存などは、失敗を嫌い、取り

戻せない時間の無駄を回避しようと

する心理によるものなのかもしれま

せん。

　経済学ではこうした消費してしま

って回収できない費用のことをサン

クコストと呼びますが、少子高齢化

が進む中、失って後悔するものとし

て、お金よりも時間の価値が高まっ

ているのだと思われます。

　海、山、食、温泉、景観、歴史文

化などたくさんの良いものが上天草

にはあります。過去に“時間を無駄

してしまった”経験がある人たちに、

「（お金を払ってでも）上天草に行っ

てみたい」と思っていただくために、

私たちは、お客さまそれぞれに対し

て、限りある時間を有効に使っても

らうために何ができるか、どんな貢

献ができるかをしっかり考える必要

があります。その探求と追求の先に

新しいチャンスともっと多くのお客

さまの笑顔があると思います。

■問合せ先　観光おもてなし課
　☎ 0964（26）5512

観光おも
てなし課通信

「時間」

「はっぴーず」
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お知らせ

  

☎
環
境
衛
生
課

猫
の
捕
獲
・
駆
除
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん

　

犬
の
捕
獲
・
駆
除
は
、
狂
犬
病

予
防
の
観
点
か
ら
「
狂
犬
病
予
防

法
」
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
猫
は
「
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
」に
お
い
て「
愛

護
動
物
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

市
で
は
、
猫
の
捕
獲
・
駆
除
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課
衛
生

係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

消
防
設
備
士
試
験
を
実
施

し
ま
す

こんにちは、

地域包括支援センターです

認知症を予防するために

１　生活習慣病を予防しましょう
　脳の老化や病気を予防するために

は、生活習慣病を予防することが大

切です。動脈硬化を防ぎ、血管を若々

しく保ち、認知症を予防しましょう。

生活習慣病を管理することは、認知

症の悪化を防ぎます。

■生活習慣のポイント 

○運動を習慣化しましょう 

○適量のたんぱく質を摂取しましょ

う 

○野菜をたくさん食べましょう 

○果物は適量取りましょう 

○バランスよく食べましょう 

○血圧・血糖・脂質に気をつけまし

ょう 

○年に１度は健診を受けましょう 

○酒を飲むなら適量を 

○タバコは吸わない 

○昼寝は 30 分程度にしましょう

２　脳を活発にする活動をしましょう
　脳（特に前頭葉）を活発に働かせ

ることで、脳の機能低下を予防する

ことができ、また認知症の症状を現

れにくくすることができます。生活

のさまざまな場面で、脳を活発に働

かせるような活動をしましょう。（例

えば、２～３日遅れで日記を書く。

レシートを見ずに思い出して家計簿

をつける。料理をするときに一度に

何品か同時進行でつくるなど）

　また、同じ活動ばかりを習慣的に

行っていると、慣れてしまい、認知

症予防の効果が少なくなりますの

で、「いつもと違うことをしてみる」

など、さまざまな活動に取り組むこ

とが重要です。（例えば、効率のよ

い買い物計画を立てる、旅行の計画

を立てる、頭を使う将棋・囲碁・マ

ージャンなどゲームをするなど）

■問合せ先　地域包括支援センター

　☎ 0969（28）3378

～その２～

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
26
年
度
第
３
回
消
防
設
備
士
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
日　

３
月
15
日
（
日
）

▼
願
書
受
付
期
間　

○
書
面
申
請　

１
月
19
日
（
月
）

～
28
日
（
水
）

○
電
子
申
請　

１
月
16
日
（
金
）

～
25
日
（
日
）

▼
試
験
地　

熊
本
市

▼
願
書
・
試
験
案
内　

消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、

熊
本
市
消
防
局
、
県
下
消
防
本

部
お
よ
び
県
庁
消
防
保
安
課
に

１
月
19
日
以
降
配
置
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０
０
５

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人
は
お

調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に

対
し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の

紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
る
限

り
の
範
囲
で
速
や
か
に
対
応
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は

本
部
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
７

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

鳥
を
守
る
た
め
に

▼
鳥
を
飼
っ
て
い
る
人
の
留
意
点

　

ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
く
る
可
能

性
の
あ
る
野
鳥
な
ど
が
近
づ
か

な
い
よ
う
に
小
屋
に
は
金
網
や

防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
餌
が
小

屋
の
周
辺
に
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飼
育

し
て
い
る
鳥
は
毎
日
観
察
し
、

世
話
の
後
は
手
洗
い
と
う
が
い

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん
だ
場
合

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
鳥
は
、
次
々
に
死
に
ま
す
の

で
、
鳥
が
次
々
に
連
続
し
て
死

ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な

い
限
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

鳥
が
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
場
合

　

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ

け
た
場
合
は
、
死
亡
し
た
鳥
を

素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
原
因
が
分
か
ら
ず

死
亡
し
て
い
る
な
ど
の
異
常
が

あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
リ

ス
ク
が
低
い
鳥
（
ハ
ト
、ト
ビ
、

ス
ズ
メ
、
カ
ラ
ス
、
ヒ
ヨ
ド
リ

な
ど
）
は
、
１
カ
所
で
３
羽
以

上
の
死
亡
の
場
合
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事
故
な

ど
で
外
傷
の
あ
る
鳥
は
回
収
・

検
査
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

○
家
き
ん
（
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず

ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
）　

天
草
家

畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
３
６
６
８

○
愛
玩
鳥
（
家
き
ん
以
外
）　

天

草
保
健
所

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
７
２

○
死
亡
野
鳥　

天
草
広
域
本
部
林

務
課

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
４
３
５
９

上
天
草
・
宇
城
水
道
企
業
団

の
指
名
願
を
受
付
け
ま
す

　

平
成
27
・
28
年
度
分
の
建
設
工

事
、測
量
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
品
（
水
道
関
係
の
工
業
薬
品
の

み
）
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
申
請

書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://kam

iam
a-

ukisuido.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
受
付
期
間　

２
月
２
日
（
月
）

～
27
日
（
金
）

▼
提
出
方
法　

中
央
公
契
約
連
申

し
合
せ
様
式
を
使
用
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
合
せ
先　

〒
８
６
９

‐
０
４
４
５
宇
土
市
浦
田
町
97

上
天
草
・
宇
城
水
道
企
業
団
総

務
係

　

☎
０
９
６
４
（
22
）
６
７
３
３

水道だより

　冬は、気温が下がることによる水道管の凍結や、寒暖差による継ぎ目の

緩みが原因で漏水が発生しやすくなります。管の破損部分は徐々に大きく

なるため、気付くのが遅れ、予測できないほどの高い料金（通常の約 10 倍）

になった例もあります。

　定期的にご家庭の水道メーターを確認して、異常があれば早急に上天草

市水道工事指定店に修理を依頼してください。

　なお、漏水を発見した場合は以下の点にご注意ください。

①修理を個人負担で行い、指定店に減免申請を依頼してください。

②指定店以外での修理は、水道料金の減免の対象になりません。

③減免の対象は、埋設管 ( 壁の中・地下などの漏水箇所 ) のみです。

※祝休日のお問い合わせは、松島庁舎【0969（56）1111】までお願いします。

【上天草市の水道工事指定店】

指定店名 電話番号

（株）ニュー直江 0964（56）1100
（有）水元電気 0964（56）0447
（有）小松野電気 0964（56）2968
中島設備 0964（56）1738
コジマデンキ 0964（58）0374
連川設備 0964（56）1680
竹本電気 0964（56）2208
汐田電設（株） 0964（56）5628
タエノ電設 0964（56）3312

（有）大和工業 0964（56）0028
（有）金子電気 0964（56）0454
（有）寄河電気 0964（56）2264
（株）熊本メンテ
ナンス

0964（56）5511

指定店名 電話番号

（株）西本電機 0969（56）1166
（株）西山電設 0969（56）2681
キムラデンキ 0969（56）0664

（有）河本電設 0969（56）2966
杉島電気 0969（56）1039
久具設備 0969（56）1738
水野電設 0969（56）1740
天草石油（株）松
島支店

0969（56）0286

岩崎電気店 0969（56）1680
西本電設 0969（56）0791
荒木電気工事 0969（56）0518
水本電気商会 0969（56）0298

（有）福田建設 0969（56）1368
山内電設 0969（56）2501
タケモト電設 0969（56）1739

指定店名 電話番号

寺中設備 0969（58）3768
（有）天草防災電気
設備

0969（58）3415

山下商会 0969（58）2275
川本電気商会 0969（58）3356
マツモト設備 0969（58）3182

（株）碇電設 0969（58）2648

指定店名 電話番号

（有）瀧下建設 0969（62）1230

村川設備 0969（63）0161

川本電設 0969（63）0541
江平電気 0969（63）0636
北垣工業店 0969（62）0069
浦下デンキ店 0969（62）0058
江口商店 0969（62）0022
江郷電器 0969（62）0753
山本住設 0969（62）1147
木戸電設 0969（62）0085

（有）光永工業所 0969（63）0116

■問合せ先　水道局工務係　0969（28）3370

大 松

龍

姫

矢野町 島町

ヶ岳町

戸町

仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援
セ

ミ
ナ
ー
の
参
加
者
募
集

　

県
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
し
、
再
就
職
を
目
指
し
て
い
る

お
母
さ
ん
な
ど
を
応
援
す
る
た

め
、
両
立
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
６
日
（
金
）　

午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
（
熊
本
市
中
央
区
）

▼
内
容　

①
再
就
職
体
験
発
表
②

就
職
準
備
お
よ
び
仕
事
と
子
育

て
両
立
の
ポ
イ
ン
ト
説
明
③
企

業
説
明
会
、
面
談
会
、
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
相
談

▼
定
員　

30
人

▼
申
込
期
限　

託
児
の
必
要
な
人

は
１
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い

▼
参
加
費　

無
料
（
託
児
付
き
）

※
詳
し
く
は
、熊
本
県
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.pref.kum

am
oto.

jp/site/sigotosien/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

県
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
１
）
０
５
０
０
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お知らせ

　

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
11
月
５
日
入
札
分

▼
教
良
木
河
内
出
張
所
外
壁
改
修

工
事

①
松
島
町
教
良
木
２
７
９
６
番

地 

②（
有
）
植
野
建
設
（
松
島
町
）

③
３
２
２
万
９
２
０
０
円

④
11
月
～
１
月

▼
市
道
尾
越
崎
大
潟
線
舗
装
工
事

（
そ
の
１
）

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②（
有
）
植
田
工
務
店
（
大
矢
野

町
）

③
２
８
４
万
４
０
０
円

④
11
月
～
１
月

▼
市
道
寄
船
松
尾
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
江
口
土
木
（
大
矢
野
町
）

③
２
０
０
万
３
４
０
０
円

④
11
月
～
１
月

▼
上
天
草
市
交
流
セ
ン
タ
ー
ス

パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
基
礎
調
査
業

務
委
託

①
大
矢
野
町
上
７
３
２
番
地
14

②（
株
）
マ
ッ
ク
（
熊
本
市
）

③
１
８
９
万
円

④
11
月
～
３
月

▼
市
道
中
の
丸
串
線
道
路
災
害
復

旧
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
倉
田
工
業
（
大
矢
野
町
）

③
91
万
４
４
０
円

④
11
月
～
１
月

▼
市
道
梅
の
木
学
校
線
道
路
災
害

復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②（
有
）
渡
辺
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
81
万
円

④
11
月
～
１
月

▼
市
道
牟
田
線
35
号
道
路
災
害
復

旧
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②（
有
）
堂
下
工
務
店
（
姫
戸
町
）

③
４
５
９
万
円

④
11
月
～
２
月

▼
市
道
瀬
高
江
後
線
道
路
災
害
復

旧
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
有
）
池
田
工
務
店
（
大
矢
野

町
）

③
４
０
５
万
円

④
11
月
～
２
月

▼
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
取
替
工
事
設
計

業
務
委
託

①
大
矢
野
町
中
１
１
５
８
２
番
地
１

②
サ
ン
企
画
設
計
室
（
天
草
市
）

③
42
万
１
２
０
０
円

④
11
月
～
12
月

□
11
月
12
日
入
札
分

▼
市
道
環
状
東
線
道
路
改
良
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

②（
有
）
肥
後
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
７
０
２
万
円

④
11
月
～
３
月

▼
市
道
環
状
西
１
号
線
道
路
改
良

（
舗
装
）
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
株
）
サ
ン
キ
ョ
ウ
（
大
矢
野

町
）

③
８
６
９
万
４
千
円

④
11
月
～
１
月

▼
上
天
草
市
交
流
セ
ン
タ
ー
ス

パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
改
修
（
機
械

設
備)

工
事

①
大
矢
野
町
上
７
３
２
番
地
14

②（
株
）
汐
田
電
設
（
大
矢
野
町
）

③
１
７
９
２
万
８
千
円

④
11
月
～
３
月

▼
市
道
環
状
西
２
号
線
道
路
改
良

（
道
整
備
）
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
有
）
祐
成
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
２
１
６
０
万
円

④
11
月
～
３
月

□
11
月
18
日
入
札
分

▼
上
天
草
市
避
難
勧
告
等
判
断
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
業
務
委
託

①
上
天
草
市
全
域

②
東
亜
建
設
技
術
（
株
）
熊
本
営

業
所
（
熊
本
市
）

③
４
１
５
万
８
千
円

④
11
月
～
３
月

▼
維
和
小
学
校
管
理
教
室
棟
そ
の

他
屋
根
防
水
改
修
工
事
設
計
業

務
委
託

①
大
矢
野
町
維
和
１
６
８
０
番
地

お知らせ

市のデータ
人 　 口　29,790人（-    29）
男 　 性　 14,034人（-    13）
女 　 性　15,756人（-    16）
世 帯 数　 12,143戸（-    14）
市の面積      126.15㎢

平成26年12月31日現在（　）は前月比

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
パ
ー
ル
シ
ェ
ル

フ
ラ
ク
ラ
ブ
、
創
作
菓
子
工
房

ア
ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手
紙
も
み

じ
会
、
天
理
教
大
矢
野
支
部
、

吉
川
キ
ヨ
カ
、
圓
尾
玲
子
、
山

下
エ
ツ
子
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教

室
、
濱
口
民
謡
教
室
、
今
泉
保

育
園
、
木
下
と
も
子
、
ゆ
り
か

ご
宅
配
便
、
姫
戸
小
学
校
、
姫

戸
ひ
か
り
保
育
園
、
高
戸
保
育

園
、
レ
ー
ク
松
島
会
、
オ
カ
モ

ク
オ
ナ
ー
プ
ア
、伊
豆
奈
々
美
、

伊
豆
あ
き
な
、汐
見
香
林
、龍
ヶ

②
齋
藤
建
築
設
計
事
務
所
（
大
矢

野
町
）

③
２
０
５
万
２
千
円

④
11
月
～
３
月

▼
姫
戸
中
学
校
管
理
及
び
特
別
教

室
棟
そ
の
他
外
壁
落
下
防
止
工

事
設
計
業
務
委
託

①
姫
戸
町
姫
浦
２
５
０
０
番
地

②
千
原
建
築
設
計
事
務
所
（
大
矢

野
町
）

③
２
２
４
万
６
４
０
０
円

④
11
月
～
３
月

▼
市
道
満
越
江
後
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
有
）
沼
田
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
４
７
０
万
８
８
０
０
円

④
11
月
～
１
月

▼
市
道
貝
場
前
平
海
岸
線
舗
装
工

事
①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
有
）
山
口
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
３
５
１
万
７
５
６
０
円

④
11
月
～
２
月

▼
市
道
環
状
西
１
号
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②
杉
田
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
３
９
４
万
２
千
円

④
11
月
～
２
月

▼
上
天
草
港
（
大
道
港
区
）
浚
渫

工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②（
有
）
鬼
塚
ロ
ー
ド
工
業
天
草

営
業
所
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
３
７
４
万
５
４
４
０
円

④
11
月
～
２
月

▼
大
道
漁
港
葛
崎
地
区
建
物
等
事

前
調
査
業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②（
株
）
コ
ン
サ
ル
ユ
ニ
ッ
ク
ス

（
熊
本
市
）

③
２
５
１
万
６
４
０
０
円

④
11
月
～
２
月

▼
大
道
漁
港
葛
崎
地
区
赤
崎
護
岸

地
質
調
査
業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
南
九
調
査
開
発（
株
）（
熊
本
市
）

③
２
６
２
万
４
４
０
０
円

④
11
月
～
３
月

▼
大
道
漁
港
葛
崎
地
区
赤
崎
護
岸

測
量
設
計
業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②（
株
）
三
浜
測
量
設
計
社
天
草

営
業
所
（
姫
戸
町
）

③
４
４
２
万
８
千
円

④
11
月
～
３
月

▼
市
道
永
浦
樋
合
１
号
線
道
路
改

良
測
量
設
計
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②（
株
）
明
進
測
量
設
計
上
天
草

営
業
所
（
松
島
町
）

③
１
７
４
万
９
６
０
０
円

④
11
月
～
２
月

□
11
月
26
日
入
札
分

▼
市
道
東
釜
１
号
線
道
路
改
良
工

事
①
松
島
町
今
泉
地
区
内

②（
株
）
ク
リ
ー
ン
開
発
（
松
島

町
）

③
５
８
２
万
１
２
０
０
円

④
12
月
～
３
月

岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
・
洗
濯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
有
明
さ
ざ
な
み
愛

好
会
、
大
道
保
育
園

▼
大
潟
ポ
ン
プ
場
送
水
管
布
設
替

工
事
（
１
工
区
）

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②（
有
）
寄
河
電
気
（
大
矢
野
町
）

③
８
４
２
万
４
千
円

④
12
月
～
２
月

▼
大
潟
ポ
ン
プ
場
送
水
管
布
設
替

工
事
（
２
工
区
）

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②（
株
）
汐
田
電
設
（
大
矢
野
町
）

③
８
２
６
万
２
千
円

④
12
月
～
２
月

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検
査
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

老齢基礎年金は 65 歳になった
ときに受けることができます

　老齢基礎年金は、保険料納付済期

間、保険料免除期間および合算対象

期間を合わせて 25 年以上ある人が、

65 歳に達したときに支給されます。

　保険料納付済期間とは、第１号被

保険者（自営業、学生など）として

保険料を納付した期間や、第２号被

保険者（厚生年金などに加入してい

る人）または第３号被保険者（第２

号被保険者に扶養されている配偶

者）であった期間です。

　保険料免除期間とは、第１号被保

険者が保険料を免除された期間で、

保険料全額免除期間、保険料４分の

３免除期間、保険料半額免除期間、

保険料４分の１免除期間、学生納付

特例期間、若年者納付猶予期間を合

算した期間です。

　合算対象期間とは、海外に在住し

ていた期間や、平成３年３月までの

学生が国民年金に任意加入しなかっ

た期間などです。

　支給される年金額は、20 歳から

60 歳までの 40 年間すべて保険料納

付済期間であった場合、772,800 円

（月額 64,400 円）となります。保険

料納付済期間が 40 年に不足する場

合は、その不足する期間に応じて減

額されます。

　詳しくは、お問い合わせください。

■相談・問合せ先
○本渡年金事務所

　☎ 0969（24）2154

○市保健課後期高齢者医療年金係　

　☎ 0969（28）3375

ねんきんで笑顔

　

平
成
26
年
11
月
１
日
か
ら
30

日
に
か
け
て
実
施
し
た
マ
イ
バ
ッ

グ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

２
０
５
０
通
も
の
応
募
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
を
行
い
、
１
０
０
人

の
皆
さ
ま
に
市
か
ら
地
元
特
産
品

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
レ
ジ
袋
の
削
減

推
進
運
動
の
取
組
み
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
環
境
に
や
さ
し
い
事

業
者
・
団
体
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課
環
境
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
４
１

☎
環
境
衛
生
課

マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
へ
の
お
礼

　肩こり・膝痛・腰痛などでお悩み

の人や生活習慣の改善、メタボ予防

などをしたい人は、２カ月間のモ

ニターを体験してみませんか？週 1

回の教室のご参加以外はいつでもタ

ラソプールを自由に利用できます。

■コース（全４コース各２時間）
①水曜日　午後１時 30 分～

②水曜日　午後６時 30 分～　

③土曜日　午後１時 30 分～

④土曜日　午後６時 30 分～

■期間
①②1月21日(水)～3月18日(水)

③④1月24日(土)～3月14日(土)

■内容
○初回、最終回に体力測定

○週 1 回の健康教室（陸上運動＋

水中運動）

○期間中のタラソ施設の自由利用

■料金
　7000 円（通常は１カ月 7000 円）

■定員
　各コース先着 12 人

■休館日
　１月26日(月) 、27日（火）温泉休

　１月27日(火)～29日（木）タラソ休

■問合せ先　スパ・タラソ天草

　☎ 0964（56）0026

スパ・タラソ天草の会員モニターを募集します

　　　『海席』新メニュー

○平日限定！料理長のきまぐれ定食

○冬期限定！海鮮寄せ鍋・大王の

水炊き

○２月末まで！温泉×新鮮鍋料理

登場
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上天草市に在住している1～３歳のお子
さんで①住所②子どもの氏名③ふりが
な④生年月日⑤保護者の氏名⑥子ども
に対するコメント（30字以内・どなたか
らでも結構です）⑦連絡先を添えて上天
草市市長公室広報係（〒869ー3692上
天草市大矢野町上1514）まで送ってく
ださい。なお、写真の裏面には、お子さん
のお名前を記入してください。応募多数
の場合は、先着順に掲載となりますので
ご了承ください。
※原則お写真の返却は致しませんのでご了承く
　ださい

かわいい子どもの写真を
募集しています！
かわいい子どもの写真を
募集しています！

　11 月 27 日に中北小学校で「人権の花」運動の
発表会が行われ、同校の児童が花を育てた感想の
発表や全員合唱などを行いました。
　この運動は、基本的人権を尊重する精神を育て
るとともに人権意識の高揚を図ることを目的とし
て天草人権啓発活動地域ネットワーク協議会や法
務局などが実施しているものです。
　中北小では、この日のために、昨年５月に花の
種まきを行い、全校児童で協力しながらたくさん
の花を育て、種を収穫しました。
　発表会の後は、自分たちで力を合わせて育てた
朝顔（花言葉「結束」）やマリーゴールド（花言葉「友
情」）などの「人権の花」の種を風船につけ、「日
本中に人権の花が育つように」との願いを込めて、
一斉に空へ放ちました。

再生紙を
使用しています

中北小学校で「人権の花」運動発表会

●誕生日　
　えいとくん　平成 22年 12月 16日
　ひびきくん　平成 25年２月３日
●パパ　　　松本　淳さん
●ママ　　　　　　美智子さん
●両親からひとこと
　これからも兄弟仲良く、元気に大きく
なってね。

松本 詠都くん （左）

松島町

▽
先
日
、
成
人
式
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
若
々
し
く
晴
々
と
し
た
笑

顔
で
、
見
て
い
る
だ
け
で
元
気
を
も
ら
え

ま
し
た
。そ
の
日
は
、５
歳
く
ら
い
若
返
っ

て
帰
り
ま
し
た
（
翌
朝
に
は
元
に
戻
っ
て

い
ま
し
た
が
…
）。
▼
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
明

る
い
社
会
を
共
に
創
り
ま
し
ょ
う
！（
Ｉ
）

▽
暦
で
は
冬
至
も
過
ぎ
、
短
い
昼
が
段
々

と
長
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
そ

れ
程
実
感
は
で
き
ま
せ
ん
が
…
▼
し
か

し
、
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」
前

で
は
菜
の
花
が
咲
き
始
め
て
お
り
、
桜
の

固
い
つ
ぼ
み
も
心
な
し
か
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
。
暖
か
な
春
が
待
ち
遠
し

い
で
す
ね
。（
Ｋ
）

編

集

後

記

松本 響くん （右）

えいと

ひびき
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